
2』，防音・防振に関する文献ジ）動向

2，1　遵路橋

2．工．1　被害状況

　（1）騒音による被害

　騒音は周波数の高さにより改のように分類雄来る。

　　1．超低周波騒音（0～20Hz）

　　2．低周波騒音　（20～100Hz）

　　3．騒音　　　　（100Hz～）　　 　　　　　　　　　　－

　一般に騒音による被害としては、心理被書、生理被害として扱わ

れるものか多い。この場合、そ」）程度に個人差が大きいため、極め

て難しい問題ではあるが、

　　　音圧レベル65dB前後で苦情が発生

　　　時間帯ぽ夜間、季節は冬場が多い

　　　中年以上の女性が影響を受けやすい

　　　60％の人が自治体、管理者等に苦情を申入れている

等の調査結果がある。

　特に低周波音としては、騒音規制にも振動規制にもかからない現

象であり、行政では処理できないという問題がある。

　音圧レベル0）高さは、トラス＞飯桁〉箱桁＞PC箱栢〉PC桁の順て

ある。

　（2）振動による被害

　橋梁上部工を振源とし、空気あるいは、下部工がら地盤を媒体と

して、構造物（窓ガラス等）やメ、体へ振動が伝わることによる被害

が多い。

　走行荷重の作用時だけでなく、その減衰時にも振動が発生し、瞬

間的に振動が終るというものではない。

　一般的に騒音と比べ、物体被害としての色合いが濃ぐ、モデお、化

した振動系を加振し、レスボンスを計算することで、解析を責像う

ことが比較的易しい。しかし、低周波振動による被涛は、低周，皮騒

音に」．、るものとの区恥力・日月確てな（、取ま及いカ｛難しいり

5



転

2．1．2原因、発生のメカニズム

　走行音、構造音共に、発生、増幅、共鴫、周波数の高低、音圧レ

ベルの強弱等に関して、論理的に明確な説明が・二般的に行なわれて

いるわけではない。振動に関しても同様て、特に低周波領域におい

てこの傾向が顕著である。以下に各種の見解を引用する。

　　ジョイント騒音は、ジョィントの位置でなく、ジョイントより

橋梁本体は入った支間全体から放射している。

　　床版振動と低周波振動は、非常によく対応しているので、低周

波音の音源は床版にあると言ってよい。

　　低周波空気振動は、橋梁全体の振動により発生し、橋梁の1次

固有振動数の振動とと高次の固有振動数の振動と床構造の面内振動

が合成されたものである。

　　交通荷重のジョィント部通過時衝撃音（abt．31．5H2）に対して

支間走行中の車両振動は3．15Hzとの報告があり、この両者には因

果関係はないと推定される。

　　低周波空気振動による発生音圧は、翫車両重量、V：車両速度、

f：橋梁の固有振動数　に関係し、

　　　1／2WV2／f（1／2WV2：速度エネルギー）

がバラメータとなる。

　　橋梁振動と低周波空気振動との間には相関性がある。車両が支

間を走行する場合、低周波振動は床版が板振動することによって発

生し、音圧レベルは90～95dBである。また、低周波空気振動の減衰

は床版振動の減衰より遅い。

　　走行荷重によって床版に発生する低周波空気振動はある程度定

量化が可能であり、評価式を作ることができる。

　　腹板の初期擦みが対称モードで与えら．れる場合、外力円振動数

ωが腹板の横振動の逆対称固有円振動数に等しいとき、共振する。

　上路橋の端対傾構をバネ支承にモデル化し、橋全体を桁と床版の

合成構造として立体解析したところ、車両か桁端部を通過する時、

端部、支間中央の振動速度および加速度か大きくなる。

　減衰定数は一般に

4



　　　トラス、叛桁＞ラ。・ガ

　『＞鋼床版

の順である。

ローゼ〉っり僑、斜張橋＞PC床版

　2．工．3対策

　（1）走行音に対策

　防音壁、遮音壁、吸音板（高架）が一般的であるが、あくまで2

次的な対策であると言える。抜本的対策として、音源と考ピえられる

箇所（伸縮継手、路面等）への手当てが必要であるが、定量的に明

らかな効果か期待できる方法は殆ど見当たらないのが現状である。

　（2）構造音、振動対策

　大きく分けて、以下の4種の対策が行なわれている。

　　a）振動を吸収する。

　　b）振動、騒音の発生面を処理し、発生を抑える。

　　O）構造を改良し、振動そのものを抑える。

　　d）振動応答解析

　上記いづれも理論的な明瞭さを欠いており、特にイ超）低周波騒

音に対しては、殆どお手上げといった状態である。4種の対策の貝

体例を列挙すると

　　a）防振ゴム、防振スラブ

　　　橋脚ブレース部をテンドン方式で制御

　　b）タールウレタンマヅトやゴム、ウレケン等』め接着

　　　磁石

　　コンクリートを巻く

　　トラスの縦桁を床版に密着させて支持闘隔を小さくする

　　C）剛性をヒげる

　　　橋全体→主桁間隔、支間、携みを制限する

　　　部材　→端横桁、腹板、床版

　　d）床版と桁の剛性を考慮し、立体解析により、固有振動モー

　　　ドを求める。マその直交性を用い、走行車両の強制振動方程

　　　式を誘導し、床版の低周波における振動応答解析を行なう

　　　　　　　　　　　　　　　5



隊

　2．1．4問題点

　（1）一連の不明瞭性

　　騒音、振動の抱えている問題は多い。それにも拘らず、その被

害状況に基づく発生のメカニズムの解明、およびこれに伴う 一般的

な対策の立案という流れが必ずしも明確でないきらいがある。また、

立てられた対策の合理性、効果の定量的把握、経済性等に対して十

分な検討が加えられているとは言い難い。

　抜本的且っ合理的な対策を求めるためには、まず第一に被害の程

度とその原因を明確にしてゆくことが肝要であると考えられる。

　（2）有害であるという判断基準

　　「○OH2の音が△△dBを超える音圧レベルであると騒音として

有害である。」という数値的に明確な判断基準が見当たらない。騒

音の人体に対する影響に個人差があって、これの設定が困難である

ことに起因すると思われるが、何らかのパラメータを用いて例えば

実験公式のようなものが作成する可能性を探るのも一っの方法では

なかろうか。

　（3）環境

　　文献数から判断すると、早急な対策が求められているのは、

　　　市街地＝高架橋沿線の振動、騒音

　　　郊外　 ：低周波による人体への影響

であり、環境により違いがあることがわかる。

　一般的にPC橋との比較と言う観点で問題を捉らえている例が多く、

そのために鋼橋の弱点が顕在化することになるが、環境の違い、立

地条件の違いを考慮に入れた橋梁の形式選定が行なわれることが望

ましい。とはいえ、鋼橋は振動騒音に関して弱点を有していること

は紛れもない事実であり、慎重且っ大胆な対応が必要であろう。

2．2鉄道橋

　鉄道橋の騒音に関する文献は89編収録できた。これ等の文献を発

表年別に分けると図一1のようになる。昭和47年に「環境保全上緊

急を要する新幹線鉄道騒音対策」が環境庁から運輸相に勧告され、

　　　　　　　　　　　　　　　6



その直後から鉄道橋の騒音抑制に関する文献が多くなりはじめ、昭

和5合年にはピークに達し、13編の文献が発表されている。

図一1　年度別文献数
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　　　　43
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　1
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　　　　　ノ東海道新幹線開業

「騒音に係わる環境基準」決定

r環境庁」設置

r環境保全上緊急、を要する新幹線

　鉄道騒音対策」の勧告

「新幹線鑓騒音に係わる環璋基準」表示

r新幹線鉄道騒音対策要綱』決定

（注）文献総数89

●　 また、同文献を他のキーワード別に分類すると図一2のようにな

　　　る。鉄道橋の騒音に関する文献が80％と最も多く、振動に関するも

、　　　のは42鑑である。この騒音・振動の問題に対して、匹実橋に対策を施

　　　し、その効果を調査した結果を報告する文献が毎年発表されており、

　　　全文献の52％を占めている。これらの対策としては

　　　　1）ゴム製バラストマットを敷いた有道床構造を採用

　　　　2）防音壁、遮音壁、下部覆い工の設置

　　　　3）桁部に制振ブロヅクを設置

　　　　4）レールの重量化（60kg／m）

　　　等が最も多く取り上げられている。また、床組の縦横桁ウェブに消

　　　音板を貼付したもの、模型軌道の実験による密着枕木の対策効果、

　　　低騒音構造のホロースラブ桁（模型）の加振実験等の文献も見られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7



る。

　これ等の対策を施す前後の騒音振動の測定比較の他に、騒音・振

動の予測評価式を導いて、実測値と比較する解析1・評価の文献およ

び新幹線騒音対策の紹介、新幹線騒音・振動規制基準の説明等の文

献が見られるが、鋼鉄道橋の騒音・振動に関する文献は広い意味で

の対策に関するものが殆どである。

図一2　キーワードの分布
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　1

題名＝橋の振動

著者名＝チモシェンコ

出典：工業振動学　束京図書　P．327－333　1964－4

キーワード　：振動、理論、解析法、道路橋、鉄道橋

抄録
ころがり荷重が橋桁に加わるときには、同じ強さの静荷重が加わるときより、撹みも応

力も大きくなることは、よく知られた事実である。このように橋に加えられた活荷重によ
る衝撃効果は、実用上きわめて重要である。橋に衝撃を生じる原因については、つぎのよ
うな場合が　 考えられる。U〕滑らかに走る荷重による活荷重効果、〔2》機関車の動輪
の釣合重錘による衝撃効果、〔3】軌道の凹凸や車輪の偏平点に・よる衝撃効果。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　2

題名：高架下の騒音防止対策

著者名：闇asanobuS、KatsuhiroA｛TakenakaKoumuten）

出典：建築音響、P40－45、1968－7

キーワード＝騒音、可聴音、測定法、鉄道橋、対策、遮音

抄録
高架橋下スベースの音響振動対策計画として、劇場内高さ6mのギャラリータイブの映画

館と単床タイブの映画館、一流っまり、建築音響上十分に注意し設計し、施工された劇場
の列車通過時の室内騒音音圧レベルの測定、結果として、高架下の場合は、十分に音響計
画された状　　態の劇場にするためには約50dBの遮音が必要となる高架下の騒音を測定す
る時はマイクロホンを振動面より約1m程度離した点に設置するのか望ましい．建築音響設
計基準の設定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　3

題名＝新幹線騒音防止技術の現状と今後の問題点

著者名＝広井生馬〔国鉄技術開発室〕

出典；環境創造、P21－24、1973－6

キーワード　：騒音、振動、対策、鉄道橋、音源、遮音、制振

抄録
新幹線騒音防止について従来の研究の成果に基ずく対策を目下実施中でありその内容と

問題点について述ぺてある。騒音がどこから、どのような仕組みで発す一るか音の対策とし
ては、音源において、これを軽減することが必要であ竃り、第2の音源として構造物｛鉄桁
】の騒音対　　策が述べられている。また、新幹線から発する騒音スベクトルが示してあ
り、特に目立った周波数バンドがなく、防音が困難であるが、それぞれの構造物別に騒音
防止対策方法が述べられている。
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No．　　4

題名　　防音コンクリート付鋼桁の強度に関する研究

著者名；谷口、管原、川井

出典13土木学会関東支部年次学術研究発表会〔第2回’）、P71－72、1974

キーワード　　騒音、実験、模型、対策、音源、鉄道橋

抄録
振動の激しい鋼部材の表面にコンクリートを打設する施行方法に対して、模型桁を用い

て静的および動的曲げ試験を行ない荷重下での鋼とコンクリートの挙動を調ぺその実験デ
ータ示し考察を加えたものである。　1、腹板にコンクリートを打設する事により最終耐
荷力は30％　　以上向上する。　2、コンクリート付鋼桁は銅桁、圧縮側コンクリートお
よび鉄筋との合成断面と孝えられる。　3、横倒れ座屈抵抗が大きいので許容曲げ圧縮応
力度は座屈により低減しない。

No．　　5

題名　　騒音低減を考慮したトラス〔東北新幹線利根川橋りょう〕

著者名　　岡部健一〔国鉄東京第三工事局〕

出典　　鉄道土木、P153一157、1974－4

キーワード　　騒音、可聴音、鉄道橋、対第

抄録
利根川橋りょう計画概要と複線下路トラスの設計についての騒音問題解決の一方法とし
て従来の鋼構造床組イメージを脱却した縦けた、横けたを含む床組部分の部材振動を極力
低減するためコンクリートで包んだ構造としてある。また、現時点で孝えられる開床式の
制振対策、　　今後の騒音低減構造の問題について記述されている。

No．　　6

題名　　騒音低減を考慮したトラス（東北新幹線利根川橋梁）

著者名　　岡部健一

㌧

出典　　鉄道土木、Pl53－157、1974－4

キーワード　＝騒音、鉄道橋、実橋、固体音、一対策

抄録
新幹線鉄道騒音を軽減するために、次に述べる工夫をしているトラス橋の報告である。
1、床組の上に鉄筋コンクリート床版を打設　2、縦桁、横桁の腹部、フランジなどに
コンクリートを張り付ける　3、床組の下面を遮音板で覆っている

lC



No．　　7

．題名　　銅橋の騒音防止

著者名：谷口紀久、羽根良雄、菅原則之

出典　　構造物設計資料、P24－27、1974－6

キーワード　鉄道橋、実橋、対策

抄録
鋼橋騒音の特徴を述ぺ、続いて制振、防振、遮音の実橋における効果について考察し、

最後に既設鋼橋の総合的対策と防音を考慮した新構造鋼橋の概要を紹介している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　8

題名1鋼材表面より発生する振動騒音を直接低減させるための理論及び施工に関する研
究

著者名　　田村方辰（日本鉄道建設公団）

出典　　土木学会年次学術講演会　1　279　P．572－573　1975－7

キーワード　　騒音、振動、鉄道橋、評価、構造物、対策

抄録
鋼材表面より発生する振動騒音を低減させる在来の一般常識を構成してきた基本原理及

び方式は・質量負荷増による振動騒音低減理論によっていたが、軽量材接着による軽くて
軟らかいものとしてタールウレタンフォームを鋼材表面に密着させた場合の効果について
述ぺており　、効果のメカニズムとして伝搬及び透過の複雑性、夕一ルの粘性、及びウ
レタンフォーム気泡、構造、材質等によるものとしている。現場施工例として国鉄根岸線
宮の前第2架動橋、国鉄武蔵野線第5関架動橋をとりあげている。

No．　　9

題名　　走行列車荷重による弾性支承桁の動的応答

著者名　　松浦章夫　川村八郎　志村雄三（日本国有鉄道）

出典　　鉄道技術研究資料　32－9　P．338－339　1975－9

キーワード　3振動、理論、鉄道橋、地盤振動、解析法、対策

抄録
列車走行による地盤振動減少対策の一法として、単純支持桁の支承を弾性支承とした弾

性支承桁の採用が提案されている。ここでは今後の研究の資料に資する意味で、理想化し
たモデルにより列車荷重走行に対する弾性支承桁の解析方法を開発し、数値列によりその
効果ならび　　に今後の問題などを述べる。

U
，



No．　10

題名　　鉄道橋鋼げた、合成げたの直接的騒音低減工法の概要

著者名＝田村方辰（日本鉄道建設公団）

出典・＝JREA　P．10471－10474　1975－10

キーワード；騒音、振動、実験、実橋、鉄道橋、評価、構造物、対策

抄録
鉄道橋鋼げた、合成げた振動騒音対策直接的工法のよる新技術開発の理論方式のメカニ
ズムとアスベクトを簡単に述べるものである。従来からの鋼部材添加材質のメカニズムは
質量負蔚増による理念が基本であるのに対し、重くて固いものでなく、軽くて軟らかいも
のも有効で　　あるという現場及び実験室での施工実績の紹介であり・夕一ルウレタン
マット接着工法の結果は最大で20dBの低減を示し、隣接鉄筋コンクリート効果橋直下騒音
と同レベルとなった。

No．　11

題名　　腹板に消音鋸板を使用した桁の諸特性

著者名　　阿部（国鉄）、稲葉（国鉄）、森脇（神鋼）

出典：構造物設計資料　P．2－7　1976－12

キーワード　鉄道橋、騒音、実験、模型、対策

抄録
消音鋼板を鉄道橋の主桁ま炬は縦桁、横桁の腹板として使用するにあたり、スポット溶

接、フランジとのすみ肉溶接、高力ボルトの締め付け、座屈強度、疲労強度などの諸問題
について各種の実験研究をしてきた成果を輻告している。　　　1．防音効果　　　2・
溶接　　　　　3．高力ボルトによる締付特性　　　4．座屈、崩壊強度　　　5。疲労
強度

No．　12

題名　　防振スラグの施工

著者名　　松井康、桑原和夫

出典　　だいこう　Vol．23，No．1，P326－334，1977

キーワード　　騒音、振動、鉄道橋、対策

抄録
軌道スラブとセメントアスファルトモルタルとの問にゴムのマットをはさみ込み、騒音

のレベルを下げるのを目的とする防振スラブを、在来線においては一部の試行を除き大量
施工は無いので、今回京都、二条間及び住吉、東灘間の高架橋が共に市街地を横断するた
めに全面的　　に防振スラフを採用したので、その概要を述べだ。



No．　h3

題名　　鉄道橋および高架鉄道から発生する騒音の予測と防止対策

著者名　　L．G．kur乙尉eil

出典　 JournalofSoundandVibration　Vol．5且，No．3，P419－439，1977

キーワード＝騒音、鉄道橋、可聴音、実測・理論、対策

抄録
本論文は、鉄道橋と、高架鉄道から発生する驕音の予測方法と防止対策について、現在
までの実測結果、解析手法あるいは防止対策等をまとめて概説したものである。主な内容
は、（D，欧州と日本における騒音測定結果に基づく、騒音に関する鉄道橋の構造形式の分
類〔2〕，各　　種の騒音防止対策の紹介と評価　〔3），新しい解析モデルによる騒音予測手法
の紹介及び今後の研究に対する提言などが述べられている。　ノ

No．　14

題名　　鉄道高架化と騒音振動について

著者名　　有坂、上田〔京都市建設局〕

出典　　土木技術　Vol．33、No5、P61－72、1978

キーワード　　騒音、振動、鉄道橋、対策

抄録
国鉄山陰本線の京都、二条問の高架化の際に行なわれた騒音振動対策について、｛D．騒

音振動の事前調査および高架完成後の予測、〔2）．騒音振動の防止対策、〔3⊃，高架完成後に
おける実態調査の結果が報告されている。騒音レベルは高架前に比ぺて、約30m以内の範
囲では低下　　し、30－70mの範囲ではあまり変化がなく、70mをこえると上昇する傾向が
あるこ・と、また、高架化前の音がなだらかな中周波騒音であったのに比べ、高架化後の騒
音が個i周波騒音に変化していることなどが述べられている。

No．　15

題名　　鋼橋の騒音対策

著者名　　阿部英彦（日本国有鉄道）

出典　　土木学会誌　P．36－42　1978－3

キーワード　　鉄道橋、対策、騒音

抄録
主として東海道新幹線の無道床式鉄橋に対する騒音対策について説明している。

1・鉄橋における騒音　　　2．研究の概要　　　3，騒音対策の原理．　　4．鉄橋に
用いた騒音対策の構造　　　5，防音試験の例

13



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　董6

題名2消音鋼板を主部材に使用した橋りょうの研究

著者名：阿部（国鉄）、稲葉（国鉄）、森脇（神鋼）

出典－：構造物設計資料P13－17、1978－3

キーワード　＝鉄道橋、実橋、固体音、対策、構造物

抄録
鉄道橋の床組の縦桁及び横桁の腹板に消音鋼板を使用し、列車による部材の振動、騒音

及び歪みの測定を行っている。又、同時に消音銅板使用による効果を確認する為、構造及
び形式がほぽ類似で消音鋼板を使用していない通常の橋梁と比較している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　17

題名：鉄橋の騒音対策

著者名：阿部英彦（国鉄）

出典：土木学会誌、1978－3、P36－P42

キーワード　3騒音　鉄道橋　可聴音　走行音　構造音　対策　遮音

抄録
鉄橋における騒音対策の原理と構造について、橋梁形式侮に具体的に述べている。騒音

の発生は軌道部からの走行音と鉄橋の振動による構造音とに大別される。走行音はゴムマ
ットを敷いた有道床構造では発生が小さい。騒音対策としては、遮音、制振、防振・吸音
の4種類が　　一般的である。遮音壁、遮音板としては石綿板、またはサンドイッチ鋼板
（合成樹脂をはさんだ鋼板）を防振ゴムなどのバネで浮かして取り付ける、また板桁の腹
板やフランジに対してはゴムアスファルト系の制振フロックを貼り付けるのが効果がある
o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。　且8

題名：鉄道橋ブレートガーダーの高周波振動と騒音特性

著者名＝太田貞次、深沢泰晴、松本正文（山梨大学）

出典；土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第33回　P482－483，1978－10

キーワード：鉄道橋、可聴音、騒音、対策、』実測、測定法、評価、構造物、解析法

抄録
現在使用中の鉄道橋ブレートガーダーについて振動加速度並びに騒音レベルの現場測定
を行い、その結果を分析した。又理論面での裏付けを得るべく、列車の通過によってブレ
ートガーダーに発生する高周波振動の解析とそれに基づく騒音発生機構の究明を行った。
結果をみる　　と、下フランジ直下においてウェブの振動による音のエネルギーが卓越し
ており、鉄道橋ブレートガーダーの騒音は、桁からの騒音としてはウコ：ブ振動が支配的で
ある。ブレートガーダーの中央バネルと端バネルのスベクトルを比較すると、周波数の領
域で大きく差を生じる。



No。　19

題名　　高速鉄道における車両と橋桁の動的挙動

著者名　　伊藤文人（束京都立大学）、平野茂（本州四国連絡橋公団）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第33回　P534－535，1978一10

キーワード　　鉄道橋、解析法、評価、構造物

抄録
種々の橋梁形式に適応できる車両と橋桁の動的相互作用に関する一般的な運動方程式を

導き、引き続いて単純桁及び2径間連続桁上を新幹線車両1両が高速で走行する場合にっ
いてシュミレーションを行い、車両と橋桁の動的挙動を橋桁の衝撃、車両の走行安定性、
乗心地の3　　面から検討したものである。シュミレーションは単純桁・2径問連続桁を
対象として衝撃係数を求めた。又車両の走行安全性を検討する尺度として輪重減少率を考
えた。乗心地についてはJANEりAYの乗心地限度を準用し、車体の応答加速度の振動数から
算出検討を加えた。

●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　20

　　　題名　　高架道路の裏面で反射した音の交通騒音レベルに対する影響についての検討

著者名　　真藤、東山、平野、縄岡

出典　　大林組技術研究所報　No吐8、P140－144、1979

キーワード　　騒音、可聴音、模型実験、鉄道橋

抄録
高架道路が一般道路の上に平行して建設されるとき、一般道路を走行する自動車の騒音

が高架道路の裏面で反射して交通騒音レベルが上昇する。本論文は、様々な道路条件及び
道路周辺条件について模型実験を行い、交通騒音レベルが高架道路の裏面で反射した音に
よりどのよ　　うな影響をうけるか検討したものである。主な結論は、U）．高架道路の裏
面で反射した音は、交通騒音レベルのピーク値及び90％レンジの上端値にあまり影響しな
い。〔2⊃．中央値は、2－4dB上昇するか、吸音材を貼ることにより、ほぼ高架のない状態へ
戻せる。などである。

No。　21

題名　　在来線鉄道の下路銀桁による騒音の影響について

著者名　　八尋、木本（福岡県）

出典　　　 環！責垂支抹量　　Vol．8，No．10，P986－991，1979

キーワード　　騒音、可聴音、鉄道橋、人体評価

抄録
在来線鉄道の下路銀桁による騒音が沿線住民に及ぼす影響度を把握するために、航空機

騒音の評価尺度であるWECPNL（加重等価平均騒音レベル）の考え方を基本にして、
実態調査結果から得られた新たな評価式を用いて、その影響度を求めたものである。新た
な評価式を　　使って下路鍼桁周辺3調査地点において騒音を評価したところ、福岡空港
の離陸側滑走路端から約2km、着陸側滑走路端から約3km以内の飛行航路直下周辺のうる
ささに相当することがわかったとされている。



No．　22

題名　　鉄道橋ブレートガーダーの高周波数振動と振動特性

著者名　　太田貞次、深沢泰晴（山梨大学）、小池厚（山梨県土木部）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部，第34回　P471－472・1979－10

キーワード　　鉄道橋、可聴音、対策、騒音、遮音、測定法、評価

抄録
無道床鉄道橋は他の有道床の構造物と比較し桁から発生する騒音が大きい。このような

無道床鉄道橋の騒音防止対策及び騒音発生機構解明のため無道床鉄道橋ブレートガーダー
の高周波振動ならびに騒音測定の結果報告である。騒音レベルは、速度が小さいとき全体
に低く、変　　動が大きくなる。又速度が大きいときは、レベルは大きく変動量は小さく
なる傾向がある。騒音がIKHzより大きい周波数領域では、騒音に対しレール継目での衝撃
の影響が大きく、それより小さい領域については走行列車による影響が大きいものと考え
られる。

No．　23

題名　　箱桁橋の騒音・振動測定

著者名　　寺田、清田、塚本（横河橋梁）

出典　　横河橋梁技報　P．42－49　0979－U

キーワード　　鉄道橋、実橋、騒音

抄録
本報告は、実橋の騒音・部材振動から鋼橋の主要騒音源を知るとともに、効果的な騒音

対策を立てるための資料を得ることを目的とし、在来線無道床箱桁について測定した結果
をまとめたものである。

一

No．　24

題名　　合成桁の騒音一解析と対策一

著者名　　谷口、後藤（国鉄構設事務所〕

出典　　構造物設計資料、No62、P9－12、1980

キーワード　　騒音、可聴音、鉄道橋、解析法、対策

抄録
騒音を考慮した鋼橋の形式として最近広く使用されている合成桁について、実橋の測定

値ならびに騒音の発生機構に関する研究成果をもとに騒音振動測定値の解析、推定計算法
と推算値、ならびに対策の考え方が述べられているh新幹線合成桁の騒音対策については
、〔D．スラ　　ブ軌道を採用する場合、必ず構造音対策を施す必要がある。（2｝．道床式の
合成桁では構造音が低いので主桁制振対策で十分である。〔3》．llOkm／h走行区間で道床式
を採用する場合、25m以上離れると特に構造音対策は必要ない。などとされている。

を



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　25

題名：粘性せん断型ストッバー（多径問連続桁への一提案）

著者名：伊関治郎（オイレス工業）

出典：橋梁，P．30－33，且980－2

キーワード：振動，理論，道路橋，鉄道橋

抄録
多径問連続桁の設計に当たり橋軸方向の地震力，桁の温度伸縮，コンクリートの乾燥収

縮，クリーブ，ブレストレス等による変形が問題になるがこれを解決する一つの方法とし
て上部工と橋脚を粘性せん断ストッパーで結合する方法を紹介し，その構造と機能及び簡
単なモデル　　の動的解析によりその効果を述ぺているその概要は微少な問隔を保って相
対する2組の銅板（一方は固定で他方は可動）の間に高粘度の柑性体を充坦しその面に沿
った相対変位速度に比例して抵抗力が発生する事を利用したダンバーである。

●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　26

題名：鉄道騒音

著者名＝石井聖光（東京大学）

出典＝騒音・振動の評価（日本学術会議環境・健康特別委員会）1980－2

キーワード：騒音、鉄道橋、走行音、評価、構造物、対策、音源

抄録
列車騒音のうち大きなものは車輪がレールの上を転がると発生する転動音である。これ

はタイヤフラットやレールの波状摩耗よって匿OdBも騒音が増大するので保守管理が必要で
ある。レールの継ぎ目音は、継ぎ目を溶接してなくすとたいへん静かになる。橋梁などを
通過する際　　発生する構造物音はコンクリート橋が鉄橋よりもちいさくてバラストマッ
トなどによる防音・防振法が開発されている。最近では鉄橋とコンクリート橋の長所を取
入れ、これに防音対策を行った僑の開発が進められている。高架構造物についても防音、、
防振工法の研究が進む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　27

題名＝模型の車両と鋼桁による騒音対策実験

著者名＝阿部（国鉄）、後藤（国鉄）、遠藤（新日鉄〉

出典；構造物設計資料　P．23－26　1980－6

キーワード　：鉄道橋、模型、騒音

抄録
制振材による方法を主体とした鋼鉄這橋の騒音低減対策工法を開発するため、従来の研

究を基に種々条件を変化させて総合的な調査を模型実験によって行ってい冒る。その結果、
実橋への反映および確認の必要性など問題点を残しているが、レールを桁に直接溶接した
構造は桁の　　大きなダンビング効果が、構造音のみならず、走行音の軽減にも寄与する
ことが判明した。

ド』



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　28

題名＝合成桁の騒音（解析と対策）

著者名：谷口、後藤（日本国有鉄道）

出典：構造物設計資料　P．9－12　1980－6

キーワード　：鉄道橋、騒音、音源、実験、理論

抄録
鋼橋の計画、設計において軌道構造、桁形式騒音対策の種別によって騒音値がどの程度
になるかを推定することは重要である。本報告は、鉄道橋において最近広く使用されてい
る合成桁について、実橋の騒音測定及び発生機構に関する研究成果をもとに｛推定に必要
なインブッ　トとなる騒音振動測定値の解析、推定計算法と推算値、ならびに対策の考え
方について紹介している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N・．29　●

題名：曲線部の防音壁による列車騒音の低減

著者名：月足他【束昌エンジニアリング｝

出典＝日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集、P73－76、1980，・9

キーワード　＝騒音、可聴音、鉄道橋

抄録
列車の転動音に対する高架の高欄や防音壁による回析の影響は、平坦、直線の線路につ
いて提案されている在来線高架鉄道騒音の予測式に、adという補正値をかけて表されて
いる。本論文は、在来線高架区問の曲線部（R＝166m》において防音壁の設置前後に騒音
測定を行な　　い、その計測結果と予測式のadを比較したものである。その結果、曲線
部での防音壁の回析による減音にっいて、予測計算値と実測値の間で、大変良く一致して
いたと報告されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　30

題名：都市鉄道沿線近傍への騒音伝搬に関する研究

著者名：渡辺儀則（九州工大）

出典：土木学会論文報告集　No302、P103－112、m80，10

キーワード　：騒音、鉄道橋、理論、解析法¶

抄録
本論文は、レール継ぎ目がある砂利道床コンクリート高架橋の上を、列車が比較的低速
で走行する場合を想定して、鉄道騒音の音源を各種の点音源に類別し、その点音源で構成
される騒音予測計算モデルを示すと共に、ケーススタディーとして、その騒音予測計算モ
デルを都営　　6号線に適用して、高架上方ならびに高架側方などの高架周辺における騒
音の伝搬性状を考察したものである。計算結果と実測した結果の比較からこの騒音予測計
算モデルが実用的な精度の範囲内で妥当であることが確かめられている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　31

題名3模型の車両と鋼桁による騒音対策実験

著者名3後藤克彦、安部英彦（国鉄）、遠藤紘（新日本製鉄）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P509－5［0，1980－10

キーワード：実験、模型、鉄道橋、走行音、固定音、対策、騒音、遮音、評価、構造物

抄録
模型によりレールと桁とを一体化した構造で桁に大きなダンビングを施したものと、そ

の他の種々な構造との構造音・走行音の低減性の比較を行った。桁にダンピング処理を施
す場合、軌道構造も考慮しレールと桁を一体化した溶接直結型の軌道構造では、桁のダン
ビング効果　　がレールにも及び、その結果走行音の効果的な低減が確認できた・このよ
うにダンビング処理によって構造音・走行音の低減できる構造系が見出せたことは、制振
材を主体とした鋼鉄道橋の騒音対策工法の開発の指針となるものである。

●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　32

　　　題名：下路鋼床桁橋の騒音・振動測定

　　　著者名：寺田、塚本（横河橋梁）

　　　出典：横河橋梁技報　P．27－32　1980－n

　　　キーワード；鉄道橋、実橋

　　　抄録
　　　各種の騒音軽減対策の施された下路鋼床桁版桁鉄道僑について、電車走行時の橋梁主要
　　　部材の振動および測定を行った結果について報告している。結果を要約すると　　　1　　　本橋の騒音レベルはコンクリート高架橋と大差ない。　　　2．構造音は走行音と同等ふ
　　　、それ以下　　である。　　　3．構造発生主要部材は、横リフ‘、鋼床版デッキブレート
　　　、主桁である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　33

題名＝ホロースラブ桁の高周波特性

著者名：森藤、塚本〔国鉄鉄道技研）

出典1鉄道技術研究資料　Vo1．38、No7、P308－313、1981

キーワード＝騒音、可聴音、鉄道橋、模型実験、固体音

抄録
新幹線がコンクリート高架区問を走行する場合高架の振動によって放射される音〔構造

物音）は、全騒音の中で無視し得ない寄与を占める。本文献では、他の高架と比べて低騒
音構造となっているホロースラブ桁をとりあげ、模型桁を用いて加振実験を行ない、その
基本的振動　　特性を調べている。実験結果によれば、加振点近傍の振動特性は、周波数
領域別に、薄板曲げ振動、厚板曲げ振動、3次元波動によって記述され、少くとも板近似
の領域では、ホローは目立った効果をもたらさないと報告されている・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　34

題名：BestlmmungdesGerauschpegelsvonE薩senbahnstahlbrucken（鋼鉄道橋の騒音測
定）

著者名：MankoZ，Kutylowsk量R

出典：Bautechnik　VOL．58，NO．5，PM8－151，198且

キーワード：騒音、可聴音、鉄道橋

抄録
10の鉄道橋の騒音測定結果をまとめたもので、騒音の大きさに関係する要因について次
のように述べられている。〔D，車両の状態が悪いものは10－15dB騒音レベルが高い。〔2⊃．
レールの敷設が悪いと10dB上がるが、溶接して平らに取り付けると良い。〔3〕．コンクリー
ト橋は鋼橋　　よりも4－8dB小さい。〔4｝．レール面がオ・一フoンのものはB－10dB大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　35

題名：都市鉄道の騒音伝幡モデル

著者名＝渡辺義則（九州工大）、角知憲、宮木康幸（東大）

出典：土木学会論文報告集　No．328，P．i57－160，1982

キーワード　＝騒音、理論、可聴音、走行音、解析法、鉄道橋

抄録
本論文は、著者が前報で提案した都市鉄道の騒音伝幡モデルに多少の改良を試みると共
に音源として有道床下路式の鋼橋を追加することによってモデルの適用範囲を拡張しよう
としたものである。モデルを改良する際のポイントは軌道レベル以上の場所の予測精度を
向上させる　　ところにある。このようなモデルに基づく計算により、さまざまな条件下
において床下騒音や高架橋に発生する騒音が鉄道騒音全体に対してどの程度の寄与をする
かを判断する手段となり得るとされている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。　36

題名：東北新幹線・大宮一盛岡間建設の概要

著者名＝高山昭（国鉄）

出典3土木学会誌、1982－6、P4、一P13

キーワード　＝鉄道橋

抄録
東北新幹線の概要を述ぺたものである。騒音、振動に対しては　鋸桁を避けコンクリー
ト桁を採用したこと、逆L形の防音壁の設置、軌道スうブ版の下面にゴムを取り付けた防
振スラフ軌道を採用したこと、またレールを重量化（60kgレール）したことをあげてい
る。　　　　　騒音・振動対策試験の概要を表に示している。騒音発生部位別対策試験、
騒音総合試験、音源解析試験、振動源対策試験、地盤振動の伝播経路対策試験、家屋防振
改造試験について分類をしている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　37

題名：鉄道騒音（周波数分析せず測定する場合の波形上からみた騒音）評価の基礎的一
考察

著者名　　田村方辰（日本鉄道建設公団）

出典　　土木学会年次講演会　l　V－7、　P。325－329

キーワード　　騒音、評価、鉄道橋、実験、実橋

抄録
鉄道騒音を評価する基礎的一考察として、一般鉄道騒音に対し周波数分析せず測定する

場合の波形上からみた単純な評価査定手法をとりあげている。現在、測定法として連続，6
回測定算術平均数値により騒音レベルとしているが、測定条件は一定ではなく、誤差を含
んでいる。　　従って、対住民測定法に対し偏差値＋一5dB（A）を許容する。24時問測定に変
更するなど、今後更に、研究検討する必要を訴えている。　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　38

題名：ウレタンフォーム　ゴム類を騒音振動対策の土木材料として採用するための一考
察

著者名　　田村、安東、本宮

出典　　土木学会年次学術講演会　V－18　P．401－404

キーワード　　振動、実験、鉄道橋、固体音、対策、制振

抄録
騒音振動対策の土木材料としてのウレタンフォーム、ゴム類の効果を検討したものであ
る。鉄道構造物及び鉄道建設に伴って関連施工した構造物、或いは今後の計画を踏まえた
内容等について、数少ないながら室内実験及び現場実験の結果より得た事実に基づき、そ
の開発と効　　果に焦点を絞り論述し、参考に供するものである．

No．　39

題名　　模型の車両と銅桁による騒音対策実験

著者名　　後藤、阿倍（国鉄〉、遠藤（新日鉄）

出典　　土木学会年次学術講演会1－257，P509－510

キーワード　　騒音、実験、模型、走行音、対策、音源、鉄道橋

抄録
ダンビング材を構造部材に貼っても、構造音のみが低減して走行音は低減せず、また、
レールにダンピング材をつけてもほとんど効果のないことが経験されている。そこでレー
ルと桁とを一体とした構造とし、桁に大きなダンビング施せば構造音・走行音共に低減す
ることが、　　模型により種々の構造と比較実験を行った結果得られた。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　40

題名3鉄道橋ブレートガーダーの高周波振動と騒音特性

著者名：太田、深沢、坐池（山梨大学）

出典：土木学会年次学術講演会1－237，P471－472F

キーワード＝鉄道橋、振動、騒音、実験・実橋

抄録
諏道．魅，懸羅・，鍔，ト．獄蛾鰭波鮒護、ら購駅苧砺理携準き縦竪脇
大きくなるとともに変動料は小さくなる。　1kzよりも大きい周波数領域においてはレール
継目での衝　　撃が、小さい領域に対しては走行列車による影響が大きい。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　亘

題名：橋の振動

著者名3チモシェンコ

出典＝工業振動学　東京図書　P．327－333　1964－4

キーワード：’振動、理論、解析法、道路橋、鉄道橋

抄録
ころがり荷重が橋桁に加わるときには、同じ強さの静荷重が加わるときより、撹みも応

力も大きくなることは、よく知られた事実である。このように橋に加えられた活荷重によ
る衝撃効果は、実用上きわめて重要である。橋に衝撃を生じる原因については、つぎの“よ
うな場合が　　考えられる。G｝滑らかに走る荷重による活荷重効果、〔2〕機関車の動 輪

の釣合重錘による衝撃効果、〔3〕軌道の凹凸や車輪の偏平点にする衝撃効果．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　2

題名：橋梁構造の振動減衰

著者名＝伊藤　学（束京大学）、片山恒雄（Uni）er5重tyofNewSouthWales）

出典：土木学会論文集　第H7号　P，12－22　1965－5

キーワード：振動、実測、道路橋、評価、構造物、解析法

抄録
本研究は多くの文献により橋梁を中心とした構造物の減衰性状に対する考え方を整理す
るとともに、実測資料を収集解析して、スバンの大小、橋梁形式、使用材料などを考慮し
、その一般的傾向と種々の要因の影響とを検討することをおもな目的とした。この結果か
ら、少なく　　とも特殊な場合を除いては振動減衰に対する定量的推定を行うことができ
よう。また、ボルト継手を有する1形断面片持ばりの実験結果から、継手剛度、静的ヒス
テリシス性状などと振動減衰との関連についても若干の検討を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　3

題名3第10章　車による振動　io，4　僑梁の振動

著者名＝大地羊三

出典：土木学会　振動便覧　P．291－293　且966－8

キーワード＝振動、道路橋、解析法

抄録
走行荷重が持つ動的作用により橋梁には、その荷重が静的に作用したときより大きな変

形が生ずることは経験上明らかである。したがって橋梁の設計に走行荷重の動的作用の影
響を考慮するときには、周知のように動的係数を導入して静力学の問題に置換して処理し
ている現状　　である。ここでは、走行荷重による橋梁の振動性状を理解するための基礎
的な解析方法をその歴史的発展経過にしたがって紹介してみる。

・3



No．　　4

題名　　揺れる橋は弱いのか　一橋の振動と体感度、強度について一

著者名　　沢井広之（建設省道路局地方道課）

出典　　橋梁と基礎　3－8　Aug　l969　P8－11

キーワード　　振動、道路橋、実験、実橋、評価、人体

抄録
揺れすぎるといわれる橋の振動が、実際に問題になる程度なのかどおかを測定しだ例の

紹介。中程度の支問を有するトラスアーチで多くの人から『揺れが大きくて人体に対する
怒限度を超えているのではないか、と指摘された橋であるが実測の結果、部材の応力は計
算値の70－　　100％におさまり問題はない、たわみも計算値の50％で問題はない、振動性
状は通常の橋梁に比ペネジリ振動数がタワミ振動数より低いこと、減衰率が低いことがあ
げられた。

No．　　5

題名　　橋梁の振動減衰機構が動的応答に与える影響

著者名　　松野操平（新潟大学）

出典　　土木学会論文報告集　第183号　P．15－30　1970－11

キーワード　振動、理論、道路橋、解析法

抄録
大規模構造物の検討過程で動的解析手法が発展するなかで、具体的な問題点をとらえ、

従来の一般構造物の地震時設計を振り返ったものである。また、対振設計の観点にたって
、従来の橋梁地震時設計における問題点の中から橋梁の構造内および地盤内における振動
減衰機構の　　解明についてとりまとめたものである。

No．　　6

題名　　首都高速道路周辺の排ガスと騒音

著者名　　渡辺潤三（首都高速道路公団）

出典　　日本道路会議論文集　第10回　NO．6姐　1971

キーワード　　騒音・実験、模型、道路橋、走行音、人体、音源

抄録
道路近傍における汚染質の拡散特性を把握し、高速道路建設計画上の資料を得ることを
目的としている。既供用区問で最も多く採用されている高架構造道路の場合に問題となる
のは、高欄が果たしているしゃ音機能と、高架底面による街路騒音反射の影響である。こ
れらの問題　 点に関して、実地調査例の一部を報告する。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　7

題名：都市高速道路周辺における騒音、主として桁下反響音および入路側壁の嵩上げ効
果について

著者名：稲田覚　首藤泰之（阪神高速〉

出典　　日本道路会講論文集　第10回　NO．642　1971

キーワード　騒音、道路橋、可聴音、走行音、人体、遮音

抄録
高架高速道路の公害騒音としての、桁下の反響音について騒音測定を行い、反響音の影

響をみた。また、自動車が入路を登坂する場合の騒音については、側壁に1mの嵩上げ葎
行ったので、嵩上げ前後の騒音を測定し、両者の比較検討を行った。腸音レベルの測定方
法および結　　果の処理はJISZ8731によった。

No．　　8

題名　　道路橋（鋼橋）の振動測定法とその特性

著者名：小堀為雄，梶川康男（金沢大学）

出典　　道路，P．37－45，1974－7

キーワード　　振動，解析法，実測，道路橋

抄録
鋼道路橋の振動性状を把握するために61橋の振動を測定し，そのデーターをスベクト

ル解析して振動数，変位の実効振幅，減衰定数を算出した。それらの各値から各振動特性
値の関係（実効振幅の比較，実効振幅と最大変位，支間長と振動数，振動数と変位振幅，
減衰定数と　　変位振幅）を求めた。

No．　　9

題名　　日本道路公団における遮音壁工事

著者名　　平永、田村（日本道路公団）

出典　　土木施工、P23－32、1974－9

キーワード　道路橋・実橋、対策、遮音、測定

抄録
日本道路公団の供用している道路における交通騒音対策としては、種々の制約があるの

で、優先度を考慮して、順次対策を行う予定である。そして、これら騒音対策としては当
面はひたすら遮音壁による対策を実施している。　本報告書は、日本道路公団で実施して
いる遮音壁　　の施工について、基本的なものを2、3紹介している。



No．　10

題名：首都高速道路公団における遮音壁工事

著者名　　林　紀男（首都高速道路公団）

出典　　土木施工、P32－42、1974－10

キーワード　道路橋、実橋、対策、遮音

抄録
首都高速道路公団は90％以上が高架構造であり、日本道路公団で施工している盛土、切

土、掘割区問が大部分を占める性格と比較すると、遮音壁の取り付け方法、構造、設置延
長、設計条件、等は変わってくる。これら首都高速道路公団における遮音壁の考え方と実
施例にっい　 て述べている．

No．　H

題名　　遮音壁の設計と構造

著者名1渡辺、田村（日本道路公団）

出典　　橋梁と基礎、P28－33、1976－2

キーワード　　道路橋、実橋、対策、遮音

抄録
遮音壁をつくる時問題となるのは遮音壁の設置位置、延長、遮音壁の構造設計など設計

の基本的考え方および構造ディテール、遮音板の選定などである。これらの問題に対する
統一された方針や基準はなく、各実施機関によってそれぞれ独自の基準で遮音壁が設けら
れているの　　が現状であり、日本道路公団でも独自の基準を設けている．ここでは日本
道路公団の事例を中心にして、上記のような遮音壁の設計と構造の問題について述ぺてい
る。

No．　12

題名　　橋の振動による心理的反応の理論解析

著者名　　星谷勝（武蔵工大助教授）　中根健一（長大橋設計センター）

出典　　土木学会論文報告集、第246号，P．4－8，1976－2

キーワード　　振動、解析法、理論、道路橋・

抄録
振動に対しての心理的な反応を定量的に設計条件に取り入れた橋を設計するために考慮
されるべきバラメーターは何かを理論的に解析している。はじめに単純化した荷重及び構
造系に対して振動応答解析を行い感覚量に対する各バラメーターの影響度を検討し、異な
るインブッ　　トデータの組合せを繰り返してシュミレーションを行った。その結果、振
動感覚に影響を及ぽすと思われる5つのバラメーターの変化に対する刺激量の対応と、そ
のバラメーターの振動感覚に影響を及ぼしやすい順序が明らかにされた。

／、つ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　13

』題名：中央高速道路葛野川橋の超低周波騒音現象

著者名：西脇仁一、森　卓史

出典＝日本音響学会講演論文集、P309－310、S51－5

キーワード　＝，騒音、低周波、道路橋、走行音、実験

抄録
大型のトラックが高速で橋を走行すると、橋の振動により超低周波騒音を発生する。葛

野川橋での騒音を測定するとともに、実験により橋と民家の位置により騒音の被害程度に
差があることを明らかにした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　直4

題名：道路橋より発生する低周波音

著者名3清水　進、田矢晃一、昨田保夫（小林理研）

出典：日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集、P109－112　昭和51年12月

キーワード：低周波、振動、道路橋、実験、実橋

抄録
2径問連続鋼トラス橋における低周波音の発生と建屋振動についての実態および道路橋

の上部構造と低周波音の関係についての調査報告。10tonおよび20tonの試験車を用い単
独走行における低周波音と建屋振動にっいて測定した。道路橋より発生する低周波音は、
上部構造よ　　り発生し、桁の固有振動と車の固有振動との関係が深い。建屋振動は車が
ジョイント部および支間中を走行する際に発生する低周波音と関係がある。道路橋の上部
構造の違いによる低周波音の発生は桁の固有振動と考えられる周波数で生ずる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　15

題名：新幹線の防音壁

著者名：立松俊彦（国鉄、技術開発室）

出典＝橋梁と基礎、P39－44、1976－12

キーワード：道路橋、実橋、対策、遮音

抄録
新幹線における防音壁の効果、構造、今後の騒音対策の進め方などを中心に以下の事項
について説明している．　1、防音壁の効果　2、直防音壁の構造と効果　3、逆L型防
音壁の効果　4、吸音材　5、種々の対策検討と防音壁



No．　16

題名　　防音壁の構造および設置実例（首都高速道路公団の現況）

著者名　　寺内、井沢、藤森（首都高速道路公団）

出典　　橋梁と基礎、P34－38、1976－12

キーワード　　道路橋、実橋、対策、遮音

抄録
本報告は首都高速道路公団において、新規に建設される路線に取り付ける防音壁の構造

及び設置実例、減音効果について概略を紹介している。

No．　17

題名　　橋梁振動における低周波空気振動の調査

著者名　　遠藤武平（建設省）

出典　　建設省中部地方建設局技術報告会資料道路編　vo1．26th，P．147－154，1977

キーワード　低周波、実測、道路橋、固体音、対策

抄録
本論文は、中央高速道西宮線阿知川橋から発生する低周波空気振動について、振動調査

結果を中心に、車両の通過位置と橋梁振動、空気振動の相互の関連、周波数特性、家屋建
屋の振動状況及び若干の防振対策工などを述べたものである。主な結果としては、⊂D　ト
ラス部では　　車両が伸縮継手通過時に発生する音圧レベルが最大でこれは端横桁部の振
動に起因する。〔2）飯桁部では支間中央部を走行している時の方が音圧レベルが高い。〔3
）支問内走行中は、橋梁の1次固有振動やさらに高次の固有振動と床構造の面的振動など
が合成されている。

No．．　18

題名　　単一走行車両による道路橋の非定常ランダム応答の解析

著者名　　吉村虎蔵、彦坂　、内谷保

出典　　土木学会論文集　P35－44，1977－2

キーワード　　振動、理論、道路橋、解析

抄録
連成非定常ランダム振動の問題に対し、応答のサンブル関数の時間領域でのフーリエ級

数展開を利用して、任意時間の応答の非定常2乗平均値を求める手法を提示したもの。数
値計算は20～50mの単純合成桁橋を対象としている。橋梁の仲縮継手部などから車両の受
ける衝撃効　　果と路面凹凸による加振効果とが橋梁の応答に及ぽす影響を比較して、前
者の効果を含めた初期条件の設定が本題の応答解析・において重要な要素になることを指摘
している。



No．　19

題名＝曲線桁橋の振動性状解析に対する常時微動測定法の適用

著者名　　小坪、鳥野、園田　　（九大工）

出典　　土木学会論文報告集　第259号，円23イ26，1977－3

キーワード　　振動、実橋、道路橋、解析法

抄録
常時微動測定による振動性状解析を行い、その測定法およびスベクトル解析法を示すと

共に、この解析結果と起振機試験結果とを比較することにより、常時微動測定による振動
性状解析が複雑な振動をする曲線橋に対しても有効であることを示した。常時微動測定に
よって、3　　方向を同時測定し、本論文に示した手順で解析すれば、起振機試験のようト
にある次数をとりそこなうことなく振動性状を精度よく解析することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　20

題名＝道路橋より発生する低周波音一ジョイント音のメカニズムについて　（1）

著者名　　田矢晃一、清水進（小林理研）

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集　P103，1977－1i

キーワード　　低周波、実験、実橋、道路橋、走行音

抄録
二径間連続トラス僑上に試験車を走らせ、ジョイント問13点で低周波レベル測定を行っ
た。それによるとジョイント音はジョイントの所で放射しているのではなく、ジョイント
より橋梁に入った支間全体から放射していることがわかる。また、床版振動と低周波音は
非常によく　対応しており、低周波音は版振動によって発生していることがわかる。低
周波音の対策方法としては、車速の低下、ジョイント位置の変更等が考えられるがこれら
は不可能に近いため供用中橋梁では桁の剛性を増すことが考えられる。

No．　21

題名　　高架道路橋の低周波空気振動の測定方法につい一て

著者名　　小西一生、青木雅夫（ケンオンエンジニア）

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集　PlO7，1977－ll

キーワード：低周波、測定法、道路橋

抄録
振動している高架道路橋の構造体から放射されている音のエネルギーを直接測定するた

めの測定系を構成した。測定は、振動を加速度型ピックアッブを用い積分器を介し振動速
度に変換し、振動面直前の音圧と同時に2チャンネルのデータレコーダーに録音して行っ
た。分析は　振動速度、音圧の再生信号をバンドパスフィルターを介し乗算回路に入力し
、その出力をローバスフィルターに通し平均化して振動放射バワーを出力させる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　22

題名；高架道路橋の低周波空気振動の測定方法について

著者名：小西一生、青木雅生

出典．：日本騒音制御工学会技術発表会請演論文集、PlO7－110、S52－n

キーワード：道路橋、低周波、測定法

抄録
振動している高架道路橋の構造体から放射されている音のエネルギーを直接測定するた

めの測定系を構成し応用を試みたので　1〕振動体から放射された音について　2｝測定系の
構成　3）測定例　について報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　23

題名：道路橋より発生する低周波音　一ジョイント音の発生メカニズムについて〔D一

著者名3田矢晃一、清水　健

出典；日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集、Pm3－106、1977－11

キーワード＝騒音、低周波、道路橋

抄録
道路橋より発生する低周波騒音の発生メカニズムをジョイント音の平面音圧分布と車軸

がジョイントを通過する際の床版振動との二つの観点から調査、報告した論文である。ジ
ヨイントの所で放射しているのではなく、ジョイントより橋梁に入った支間全体から放射
しているこ　　と、床版振動と低周波音のスベクトルがよく対応しており低周波音は床版
振動によって発生していることを結論として述べている。

No．　24

題名；低周波音による影響

著者名：清水和男、時田保夫（小林理研）

出典；日本騒音制御工学学会技術発表会講演論文集、P87－90、1977－　　11

キーワード＝低周波、実験、道路橋、評価、

抄録
　1－90ヘルツの音圧を対象に、低周波公害の音源として、高速道路橋3ヶ所、工事施
設6ヶ所、新幹線トンネル出口1ヶ所の計10ヶ所を選定し、騒音レベル、地面振動レベ
ルで低周波音圧を測定した。測定に際しては、特に発生源の性状と周囲の音圧レベル分布
が把握でき　　るように配慮している。これら測定データと周辺住民に対するアンケート
調査結果を比較検討したところ、音圧レベル65dB付近より苦情が発生していることが
明かとなった．苦情は物的、心理的、生理的の順位で発生するようである。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　25

・題名：高速道路における低周波音の実態とその対策

著者名：斎木三郎、毛戸秀幸〔道路公団】

出典；公害と対策　Vol．M，No．2，1978－2

キーワード＝，低周波、道路橋、対策、制振

抄録
高速道路上を車両が走行することによって、橋梁には自動車荷重が急激な速度で載荷、

除荷されることにより、橋梁が振動して低周波を発生する。支間部を走行する場合は主桁
の固有振動数、伸縮継手部を走行する場合は主桁問をスパンとした端横桁の固有振動数，に
より低周波　　の度合いが決まる。低周波音の影響被害を防止するためには、橋梁構造上
の対策としては橋の剛度あるいは端横桁の剛度を増加し、走行車両に対する処置としては
重量制限あるいは速度規制が有効であろう。　　　　　　　　一

No。　26

題名＝高速道路の防音対策

著者名：橋本朝夫（日本道路公団）

出典1橋梁、　P且8－26、1978－2

キーワード　；道路橋、対策、騒音

抄録
日本道路公団における防音対策について基本的な事項を述べている。　　　1、道路交

通騒音について　2、高速道路の防音対策について　3、防音対策例について’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　27

題名＝斜張橋の目動車走行による動的応答と衝撃係薮に関する研究。

著者名＝小松定夫、川田充朗　　（阪大工）

出典：土木学会論文報告集　第275号，Pl3－28，1978－7

キーワード：振動、理論、実験、実橋、道路橋、解析法

抄録
本研究においては、斜張橋の走行荷重下の動的応答特性を明らかにするために、理論的
ならびに実験的研究を行なうものである。わが国で初めてのマルチケーブル斜張橋である
大阪市のかもめ大橋において、橋の完成直後に現地振動実験を行なった。それにより得ら
れた固有振　　動数、動的増幅率の実験値と本解析値を比較検討した。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。　28

題名：橋梁振動による低周波空気振動の低減対策について

著者名：山根巌・武藤隼彦（日本道路公団）

出典：日本道路公団技術情報第43号，P．62－72，且978－7

キーワード：振動、対策、道路橋

抄録
中央道阿知川橋の振動による低周波空気振動の調査結果に基づき低減対策を実施しその

結果を測定した。対策は、桁端部の構造剛性を高め重量を大きくした事、新たに粘性せん
断型ダンバーを設計し桁端部に設置した事及びジョイント部の舗装を改良した事の3点で
ある。8ヶ　　月に渉る施行後対策前と同位置で振動と音圧を測定した所、ジョイント通
過時に発生する低周波音は桁端部の剛性増大、重量増加により音圧を下げる事が出来たが
、支間中央を走行する時の低周波音を大幅に下げる事はダンパーのみでは困難であり他の
対策が必要な事が分った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No・29　●

題名：高架構造要因からみた地盤振動の距離減衰

著者名：古池正宏　高橋將徳（阪神高速道路公団）

出典：土木学会　年次講演会　第33回　P．199－200　1978－9

キーワード＝振動、理論、道路橋、地盤振動

抄録
振動の距離減衰については、平面交通振動の場合G．Bornitzの提案式が一般的とされて
おり、一般にその振動波はRayldgh波的とされている。高架道路に対しても、上述の橋脚
模型実験結果でも無次元距離関数aが、20以上の地表では下部工よりの伝播波はRayleigh
波的である　　としていることにより、本報告でもG．Bornitzの式に対応させた距離減衰
を求め、これと高架構造下部と関連付けてみた。

No．　30

題名：任意境界条件をもつ連続板の走行荷重による振動解析

著者名：林川俊郎、渡辺昇（北海道大学）、大島久（本州四国連絡橋公団）

出典：土木学会年次学術請演会講演概要集　第1部第33回　P522－523，1978－10

キーワード　：振動、解析法、評価、構造物、理論、道路橋

抄録
　幅員の大きい橋梁をより実際的に橋軸方向幅員方向に連続支持された連続格子桁と考え
走行荷重による動的たわみ関数を求めた。又一定荷重が一定速度で走行する時、橋梁に生
じる動的な影響が走行荷重の作用位置、着目点、連続板の形状及び境界条件によってどの
ように変化　　するか調ぺた。振動解析上の条件として連続板のねじり剛性＝0、ポアソン
比r星0、粘性減衰などによるエネルギー消散は考えない。又初期条件及び振動に伴う内面
力は無視し、走行荷重は集中荷重について考えた。そして静的たわみ、動的たわみの影響
線を求めている。



No．　31

題名　　道路橋より発生する低周波音の伝搬について一支問中走行時一

著者名　　落合、甲矢、清水、子安（小林理研）

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会請演論文集　P121一124、1978－H

キーワード　騒音、低周波、実験、模型、実橋、道路橋

抄録
道路橋より発生する低周波音は、車両がジョイントを通過した時発生する音と、支問中
を走行した時のおとの2種類に大別されるが、本論文はこのうち車両が支問中走行時に発
生する低周波音の伝幡に着目して、実橋による実験と模型実験を行ったものである。これ
らの結果か　　ら、桁が基本固有振動数で振動した場合には双極子音源となる特徴が認め
られ・高い周波数成分の音に比べ距離減衰が大きいことが確かめられたとしている。

No、　32

題名　　橋梁の走行荷重による低周波空気振動、発振評価の一手法

著者名　　大島（北見工大）能町（北大工〉

出典　　日本道路会議論文集　第13回　NO．且26　1979

キーワード　　振動、実橋、道路橋、低周波、評価、構造物

抄録
道路橋床版番が走行荷重によって発振する低周波空気振動の評価式を提案するとともに

、その理論式を用いた数値計算の結果、および実橋の走行試験結果との比較などについて
報告する。本研究による評価手法により現象をある程度定童化できることが明らかとなっ
たが、実用　化に当たってはさらに精密な検討が必要と思われる。

No．　33

題名　　中央高速道西宮線阿知川線からの低周波空気振動と騒音・振動

著者名　　内田英夫、栗田秀実（長野県衛生工学研究所）

出典　　長野県衛生工学研究所研究報告　Vol．1，P．80－9亘，1979

キーワード　　低周波、騒音、振動、道路橋

抄録
本論文は、中央高速道西宮線阿知川橋と国道153号線が交差する地域において行われた

低周波空気振動と騒音、振動の実態調査の結果について述べたものである。その結果は、
〔D低周波空気振動は阿知川橋と国鉄から発生しているが、前者のほうが影響が大きい。
（2〕橋梁端　　部の防振改良工事を行ったが効果を見られなかった。（3）低周波振動のビ
ーク値は、昼問、夜問ともほぼ同じであった。〔4｝阿知川橋からの低周波空気振動は4HZ
と12・5Hzにビークがあり、不造建具がガタつく閾値を10数dB越えていた。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。　34

題名＝単一走行車両による道路橋の二乗平均応答解析

著者名：岡林隆敏

出典．：土木学会論文集　Pl5－27」979－6

キーワード1振動、解析、道路橋

抄録
　1台の車両が走行する橋梁を対象として、連成効果及び非定常性を厳密に評価する解析
手法、路面凹凸関数として、従来のモデルと異なった確率過程を仮定する。臼色雑音過程
を入力とする微分方程式で表現された路面系を導入し、この定常解過程により路面凹凸を
モデル化し　路面系と橋梁一車両系を合成して1つの系とみなし状態空間でベクトル表
示した合成系の運動方程式を確率微分方程式で表現している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　35

題名＝振動と人問　　H、橋梁振動の評価（上）、　（下）

著者名＝梶川（福井工大）、小堀、岡田（金沢大）

出典：橋梁と基礎　79－8P37－41、79－9P44－47

キーワード：振動、評価、人体、理論、道路橋

抄録
橋梁振動による心理的影響に関して行われた研究の代表的なものを紹介するとともに筆

者らが求めた評価尺度を説明している。　『振動の大きさ。の評価尺度としてVGを用いるこ
とにより最も実感に合った橋梁振動の大きさを表現することが出来るとして評価尺度を提
案している　　。又橋梁の振動を評価する場合は、設計理念の統一からも非便用性の確率
を尺度として評価するのが良く、設計に結びっけやすい形の便用性指標について説明して
いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　36

題名＝低周波空気振動に関する基礎的研究

著者名：鳥野清、園田敏夫、上山孝英（九州大学）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第34回　P469－470，1979－10

キーワード＝低周波、振動、実験、模型、導路橋、実験、対策、制振、測定法、評価

抄録
橋梁より発生する低周波空気振動の発生機構をまず模型実験により考察しさらに実際の

高速道路橋について各種の測定を行い、模型実験結果との比較検討したものである。模型
実験については、音圧は橋体の振動加速度に比例し、音圧レベルは加振周波数変化に対し
一定であっ　　た。又音圧分布は橋体の加速度モードに相似形となった。実橋の実験では
アベットのジョイント近傍で音圧レベルが高くなる現象がみられ、ジョイント部通過時の
衝撃が大きな低周波音発生原因と考えられる。又音圧レベルの周波数分布のピークは横桁
固有振動数と一致した。

、熟



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　37

－題名＝　縦桁とトラスにより補剛された床版の走行荷重によるバワースベクトルについて

著者名：大島俊之（北見工業大学）、能町純雄、角田与史雄（北海道大学）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第34回　P481－482，1979－10

キーワード：低周波、対策、振動、制振、道路橋、理論、解析法、評価

抄録
橋梁の中で一番空気振動をひき起こしやすい構造形式といわれるトラス橋を対象として

バワースペクトル解析を行った。橋梁の床組は横桁、対傾構等多くの部材で補剛されてい
るが、床版から発生する空気振動の視点から改めて床組を考えると、空気振動を起こレや
すい樺造と　　なっている。そこで縦桁を床組に密着させて配置し、支持問隔を小さくす
ると、音圧レベルを減少ざせるのに効果があることが判明した。縦桁で荷重速度75Km／hで
10Hz以下125Km／h・20Hz以下の周披数に対して・音圧レベルに一して約5db程度減少できる
結果を得ている。

●　　　　　　　　　　　　　　　　　N・。38
　　　題名1高次振動を考慮した道路橋の単一走行車両による非定常r．m．s，応答

　　　著者名：岡林隆敏、中井一彦、　修造

　　　出典；土木学会論文集　Pl3－24，1980－4

　　　キーワード：振動、理論、道路橋

　　　抄録
　　　　橋梁の解析モデルとして高次振動を考慮した場合、単一走行車両により加振された橋梁
　　　の非定常r　m　s．応答解析、路面凹凸関数を正規性白色雑音過程を入力とする、路面　　　系の定常解税過程でモデル化している。次に路面系、車両系ならびに橋梁系の方程式を状
　　　態空間でベ　　クトル表示し確率微分方程式で口述している。この確率微分方程式から誘
　　　導される共分散方程式が本解法の基本式となっている。具体的な数値計算としてランガー
　　　桁を対象としている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　39

題名：連行車両による道路橋の二乗平均応答解析

著者名：田林隆敏、山口実浩

出典：土木学会論文集　P13－24，1980－6

キーワード：振動、理論、道路橋、解析

抄録
不規則路面凹凸上を走行する進行車両による道路橋の振動を、不規則振動論の観点から
解析、応答の非定常特性を記述する共分散方程式を誘導、定常応答理論に基づく応答解析
の手法を提案、車両間の相関および橋梁と車両の連成が橋梁の応答に及ほす影響について
検討する為　　に、載荷台数及び車両間隔をバラメータとして計算を行っている。載荷台
数と衝撃係数の関係についても検討している。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　40

題名：橋梁から発生する低周波空気振動音圧レベルの理論的推定

著者名3鳥野、園田敏夫、他（九州大学）

出卑：土木学会第35回年次学術講演会講演概要集　且980－9

キーワード：無周波、理論、実験、模型、道路橋

抄録
橋面直下における音圧レベルは楕円柱を用いた2次元解析で求め、この値からの距離減

衰は球の分布を用いた3次元解析結果を使用すれば、橋体から発生する低周波空気振動を
理論的に推定することができるであろう。2次元解析で求めた橋面直下の音圧レベルは1
次振動のよに橋体が比較的一様に振動している場合に実験値と一致したが、2次振動の
ように逆位相で振動する場合など、かなり異なってくる。実橋に対する実験と模型実験の
結果を比較してみると、実橋では地形等による反射の影響がかなり見られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　41

題名：実験計画法によるローゼ桁橋の振動軽減評価

著者名：本田秀行・小堀為雄、　（金沢大学）

出典＝土木学会論文報告集、第301号、1980年9月、P蔓7－P4，6

キーワード＝振動　実験　道路橋　評価　構造物　対策　制振

抄録
静的、動的安定性の対策の必要な老朽ローゼ桁橋に対して、斜吊材を追加して構造系そ

のものを変更することによって、振動軽減を図る方法を試みた。斜吊材をどのような形で
組合わせれぱ最も振動軽減効果が上がるかにっいて、構造模型による机上実験を行った。
本文は且／2　実施の直交配列による実験計画法を応用して、重要な要因効果のみから、
推定された特性的の処理母平均を最小にする斜吊材の最適組合わせを求めた。中央と　1／4
点付近の斜材を追加することによって、逆対称1次振動数が3．06HZから7．20HZに高められ
た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　42

題名；上路橋床版の振動と端部構造の影響について

著者名3岡村宏一（大阪工業大学）、足立義雄（建設省土木研究所）、　島田功（東洋技
研コンサルタント）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P329－330，1980－10

キーワード　＝振動、道路橋、解析法、実験．、模型

抄録
上路橋の端対傾構をバネ支承にモデル化することにより橋全体を主構部でバネ支持され
た桁組と床版との合成構造として立体解析し、端部構造の剛度（バネ定数、端横桁剛度）
によって振動特性がどのように変化するかを数傾計算によって調べたものである。応答解
析結果をみ　　ると車両が橋の端部を通過した時、端部・スバン中央でたわみ速度、加速
度は大きな応答を示す。端部剛度の影響にっいては端横桁の剛度を上げると4次モードに
顕著な改良があり、バネ定数を大きくすると各モードとも沈下変形を減少させる。但し固
有振動数への影響はない．

5



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　43

・題名＝自動車によって発生する地盤振動の距離減衰特性

著者名；藤正広（藤組）、大保直人、片山恒雄（束京大学生産技術研究所）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P503－504，1980－10

キーワード1地盤振動、実験、道路橋、対策、振動、制振、’評価

抄録
　単純な条件下で実施した実験の結果と高架橋や盛土周辺での測定で得られた距離減衰の
特性について考察を加えたものである。自動車によって発生する波動は基本的には表面波
的な特性を示し又その距離減衰の基本的特性もほぽ表面波の特性として解釈できるが、・高
架橋や盛土などを有する地点での連続走行時に発生する交通振動などでは自動車によっ
て誘起されるその地点の地盤振動を一概には表面波として議論できない。独特な振動が自
動車走行による振動と共に卓越して大きな影響を及ぽすものとノ考えられる。今後系統的か
つ詳細な検討が必要。

●　　　　　　　　　　　　　　　　　N・・44
　　　題名＝実橋走行試験による低周波空気振動のスベクトル解析

　　　著者名：大島俊之、三上修一（北見工業大学）、能町純雄（北海道大学）

　　　出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P5n－512，1980－10

　　　キーワード：道路橋、低周波、振動、実測、解析法・評価、構造物

　　　抄録
　　　　道路橋の低周波空気振動の発振性状を解明するため供用直前の実橋の走行試験により、
　　　床版振動加速度，同振動加速度，発信音圧，トラックバネ上・下振動加速度の計測を行っ
　　　てスベクトル解析をレた報告である。実験を行った橋梁は・活荷重合戒桁橋である・スベ
　　　クトル解析　　の結果をみると、低周波空気振動はトラックのバネ上振動と強い相関関係
　　　があり、又発振音圧については床版加速度より床版振動速度の方が強い相関がある。車両
　　　のバネ上・下質量と音圧との相関を明らかにすることができたが、これらはさらに理論的
　　　検討が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　45

題名：振動感覚を考慮した道路橋の使用性解析に関する考察

著者名：梶川康男（福井工業大学）

出典：土木学会論文報告集　P．47－57　1980－12

キーワード：道路橋、振動、解析法

抄録
歩行者の振動感覚という立場から考えた道路橋の使用性を確率論的に解析する方法にっ
いて述べている。　　　1，交通流と載荷確率　　　2．道路橋のたわみと振動　　　3
　道路橋の動的振動解析　　　4、非使用性確率による使用性解析



No．　46

題名　　実橋走行試験による低周波空気振動のスベクトル解析

著者名　　大島（北見工大）能町（北大工）

出興　　日本道路会議論文集　第14回　NO．120　1981

キーワード　．騒音、実験、実橋、道路橋、低周波、固体音、解析法

抄録
鋼げたと床版からなる構造体をモデル化し、これに帯板要素法を適用し、粘性減衰を無

視したモード法による応答計算と構造全体を一本のはりとみなした単純ぱり構造の応答計
算とを行い、実験結果の波形と比較してみた。入力データを適当に胴いれば有効であるが
、なお研究　　し評価方法を確立することが望ましい。

No．　47

題名　　七滝高架橋の常時微動測定

著者名　　渡辺　島田　滝沢　津村

出典　　日本道路会議論文集　第14回　NO．634　19m

キーワード　　振動、実験、実橋、道路橋、測定法

抄録
本橋は2重ルーブ橋であり、架設地点が地震多発地帯であることから、完成した橋梁の

振動特性を把握するために振動実験が行われた。ここでは一般車両走行による強制不規則
振動を測定する方法が採用された。本橋は複雑な立体構造であり、各次の固有振動数が比
較的近接し　　て存在しているにもかかわらず、常時微動測定という簡便な方法で振動モ
ードがほぼ推定でき、この方法の有効性が確認された。

No。　48

題名　　桁衝撃音（S音）の発生原因と対策工事について

著者名　　村田　南　佐井（阪神高速公団）

出典　　日本道路会議論文集　第14回　NO．707　1981

キーワード　　騒音・道路橋、可聴音、固体音、対策、音源

抄録
鋼単純1桁合成桁において、車両走行時に原因不明の金属性衝撃音（以下S音〉が発生

することがあるが、この原因を解明するとともに対策工事を実施して成果を得たので報告
する。S音の発生原因は耳桁支承部可動沓の衝撃的な摩擦移動がウェブに伝達しS音にな
っているこ　　とが判明した。また対策工事としては、デフロン板を取り付けて改良を行
ったベアリングブレートと取り替えることが妥当であると判断した．



No。　49

’題名　　習志野市谷津の京葉道路周辺の低周波空気振動

著者名＝石井　晧、樋口茂生、水上雅義、根本輝久、他

出典：千葉県公害研究所報告　第13巻　第1号　　（1981）

キーワード：振動、実験、実橋、道路橋、低周波、評価、構造物

抄録
京葉道路における自動車の走行時および走行停止時の低周波空気振動、地盤振動、建屋

振動を測定した。目動車走行時の橋脚下の鉛直方向の振動加速度レベルでは周辺家屋の振
動を地盤伝搬によって生じさせるには不十分であり、これは、橋桁の鉛直振動と屋外、［屋
内の低周波　 空気振動によって生じているといえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　50r

題名：高架道路端からの低周波空気振動の実態

著者名：内田英夫、桑田秀実、中沢雄平

出典3長野県衛公研報告　VOL．3（1981）

キーワード　：振動、道路橋、低周波、固体音、評価、構造物

抄録
中央自動車道の4橋について低周波空気振動の調査を行った。橋梁からの低周波空気振

動の音圧レベルのビークの継続時間のスベクトルがより異なり、橋梁の構造や剛性に関係
していると考えられることを示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　51

題名；高架道路及び道路橋から発生する低周波空気振動について

著者名＝鹿島教昭、中村俊亮、樋高雄治

出典：横浜市公害研究所報　第6号（1981）

キーワード　：振動、道路橋、低周波、固体音、評価、構造物

抄録
支間の短い高速道路の2橋と、一般道路の2橋につし｛て低周波空気振動、床版振動加速

度及び地盤振動加速度を調査した。その結果、低周波空気振動の卓越周波数とその最大レ
ベルは長大橋の調査結果に相当する値で合った。31．5Hz以下の低周波空気振動と床版振
動加速度の　　スベクトルの間に強い相似性が認められる。低周波空気振動の発生原因は
橋梁の振動である。



No．　52

題名　　高架道路橋からの低周波空気振動の実態

著者名　　内田英夫、栗田秀実、中沢雄平（長野県衛生公害研）

出典　　長野県衛生公害研究所研究報告　Vo1．3，P．34－38，1981

キーワード　　道路橋、低周波、騒音、実測

抄録
本論文は、中央高速道路西宮線の橋梁のうち長大橋の橋下に人家のある阿知川橋、平出

橋、小沢川橋、松川橋の4橋梁において低周波空気振動の実，態調査を行ったもので次のよ
うなことが明らかになったとされている。〔D橋梁からの音圧レベルは大型車両通過時の
橋下で80～　　90dB、〔2〕音圧レベルのピーク継続時問は発生源を移動する点音源として
計算した値に比べ、松川橋はほぽ同じ、平出橋、小沢橋は2倍、阿知川橋で3～4倍、〔3
）空気振動のスベクトルは鋼橋で4Hzと12．5H乙にピークが見られたがコンクリート橋はビ
ークが明瞭でない。

No．　53

題名　　走行自動車による3径問連続桁橋の動的応答と衝撃係数

著者名　 本田秀行、小堀為雄

出典　　土木学会論文集　P13－22，1981－9

キーワード　　振動、理論、道路橋、解析法

抄録
走行自動車による連続桁橋の動的応答解析から動的影響を検討し、連続怖橋の設計に用
いられる街撃係数に関する資料を提供する為の研究。理論解析において、自動車一橋梁系
の運動方程式はモーダル解析から求め、目動車と橋梁の連立微分方程式をNewmarkのβ法
で逐次積分　　連続桁橋の動的応答を計算している。

No．　54

題名　　走行目動車による3径問連続桁橋の動的応答と衝撃係．数

著者名　　本田秀行、小堀為雄　（金沢大工）

出典　　土木学会論文報告集　第313号P．且3－22　1981－9

キーワード　　振動、理論、道路橋、解析法．

抄録
現行示方書の設計活荷重（L－20）と等価な自動車荷重列の走行による橋梁の動的影響を

、静たわみに対する比に着目した衝撃係数の形に整理し、考察を行った。連続桁橋の設計
時において、静荷重に対する動的影響の割り増し係数は過大評価されていると思われる。
今後、さら　　に多くの路面凹凸を測定して、多数のサンブル関数から統計的処理によっ
て衝撃係数を計算し、より一般性のある多径問連続桁橋の衝撃係数を求めねばならない。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　55

題名＝高架橋の防振対策について　その（箪）

著者名：南荘淳　村田修一　佐井広良　　（阪神高速道路公団）

出典，＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第36回　P．349－350，1981－10

キーワード　：，対策　振動　制振　評価　構造物　地盤振動、道路橋

抄録
都市内に建設される高架道路は騒音振動の発生源となつており、過去実施された防振対

策と現時点での比較及び評価をおこない2、3の問題を述べている。振動レベルを用いて
効果を評価すると、2次部材補強及び主桁連結についてはある程度の効果が見られたが、
その他の工　　法については効果がないか逆効果であつた。主桁連結については、桁及び
橋脚上の振動は明らかに減少しており、地盤についても直下では3　5dB減少している
が官民境界まで効果は及んでいない。今後上部鋼の固有振動数老共振点からはずすような
方向で対策を検討する。

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　N・・56
　　　題名：高架橋の防振対策について　その（2）

　　　著者名3千代憲司（阪神高速道路公団）　　本正信　讃岐康博　松藤泰輔（フジエンジ
　　　ニアリング）

　　　出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第36回　P．351－352，198140

　　　キーワード　＝道路橋　振動　実測　地盤振動　対策　振動制振　評価　構造物

　　　抄録
　　　　高架橋の振動実験から構造物の固有周期・減衰定数・共振時の振動モード等の基本特性
　　　について検討を加えたものである。・高架橋沿道での地盤振動の主要因は、上部工振動と言
　　　え又橋脚本体の振動性状から見てもフーチングの質量が少ないため振動を橋脚内部で制御
　　　出来ない．　　今後の振動軽減対策にあたつては、上部工振動変位を少なくすると共に、
　　　長スパンもしくは短スバン化により車両のバネ上振動数と上部工の固有振動数をずらす点
　　　で留意すべきである。高架橋の新設においては、フーチングの大きさ、杭の形状を考慮し
　　　防振設計が必要と考えら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　57
題名＝橋梁の振動にともなう3次元空気波動の解析』

著者名：足立義雄（建設省土木研究所）　岡村宏一（大阪工業大学）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第36回　P．377－378，且981－m

キーワード；振動　評価　構造物　道路橋　実験　模型　解析法

抄録
橋梁構造を床版と桁組との合成構造として構造要素間の有機的関連を忠実に評価し走行
荷重による床版の動的応答に対応した音圧放射を解析した報告である。橋梁振動に伴う空
気波動の音圧履歴をみると、車両の進入（後輪進人）によって床版面の端部で励起さら、
又車両が橋　　梁から出る場合も端部の音圧が高くなる。音圧の分布を見ると床版面では
、スパン中央より端部での音圧レベルが高いことがわかり、他表面で波動が完全反射する
と仮定した結果からも、障害物により音圧レベルが相当高められることが確認できる．
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No．　58

題名　　単純合成げた橋の段差走行試験による低周波空気振動発振特性の研究

著者名　　三上修一　大島俊之　　（北見工業大学）　能町純雄（北海道大学）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第36回　p．381－382，1981－10

キーワード　低周波　実測　評価　構造物　振動　道路橋　解析法

抄録
高架橋梁上を高速で重量車両が通過する際、床版の振動に伴う橋梁表面から発生する低

周波空気振動を、加速度と音圧の相互相関関数を求め、特に段差走行の場合について検討
した。解析は音圧の測定箇所による相関、音圧の床版加速度の相関について行った。支承
部での音圧　　は支問中央での音圧に対し強い相関があり、又段差路面の場合は平坦路面
の場合よりも相関係数が小さくなっている。音圧レベルの評価図では、音圧の範囲を切片
差で表すと、平坦路面4．3～4．7（dB）段差路面で7．4～9．4（dB）と段差路面でばらつきが
大きくなることがわかる

｝

No．　59

題名　　橋梁からの低周波空気振動実態調査結果

著者名　　田中文夫、多田納　力、中尾　允

出典　　島根県衛生公害研究所報　第24号（1982）

キーワード　　振動、道路橋、低周波、走行音、評価、構造物

抄録
橋梁の低周波音測定を橋梁中央支問直下、橋桁端から15mおよび30m離れた地点で

実施し、同時に橋梁の振動、交通量、車速、風速および騒音を測定した。橋梁の振動と低
周波音の周波数構成、低周波音の周波数帯別距離減衰さらに低周波音の橋梁近隣家屋への
影響を調査

No．　60

題名　　高架橋の振動性状に関する実験的検証

著者名　　南荘　淳（阪神高速道路公団）

出典　　阪神高速道路公団　技報　第2号　P．181－i93　1982

キーワード　　振動、実験、道路橋、地盤振動、測定法

抄録
応答解析や防振設計上の基礎資料を得るために、次のような実験を実施した。〔1》橋脚
をワイヤーで引張る自由振動、（2）加振機による強制振動、（3）試験車よる走行実験。そ
の結果、橋脚および周辺地盤の振動は、上部工の1次固有振動に大きく支配されているこ
と、また、　　隣接する上部構造が異なる固有振動数をもつ場合には、制振効果が期待で
きる場合もあるという興味深い結果も得ドられた。

4．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　6亘

題名1粘性せん断型ストッバー（多径問連続桁への一提案）

著者名＝伊関治郎（オイレス工業）

出典：橋梁，P．30－33，1980－2

キーワード　＝．振動，理論，道路橋，鉄道橋

抄録
多径問連続桁の設計に当たり橋軸方向の地震力，桁の温度伸縮，コンクリートの乾燥収

縮，クリーブ，ブレストレス等による変形が問題になるがこれを解決する一つの方法とし
て上部工と橋脚を粘性せん断ストッバーで結合する方法を紹介し，その構造と機能及び簡
単なモデル　　の動的解析によりその効果を述べているその概要は微少な問隔を保って相
対する2組の鋼板（一方は固定で他方は可動）の問に高粘度の粘性体を充墳しその面に沿
った相対変位速度に比例して抵抗カ が発生する事を利用したダツバーである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　62

題名：道路橋拡幅工事における床版打継時の振動

著者名＝青山（名古屋市土木局）、角田（熊谷組技研）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第37回　P．123－124，1982－10

キーワード：道路橋　振動　評価　構造物　実測

抄録
本報告はコンクリートに影響を及ぽすと考えられる交通振動により、床版打継部がどの
ように挙動するかを調査・解析した結果である。対象物は、連続鋼板桁＋側径間ゲルバー
合成桁橋である。測定結果を見ると、コンクリート打設前桁を連結した時点で、振動は拘
束され小さ　くなった。また新・既設床版の振動波形が一致してくるため、相位的変位は
は、打設後時問が経つにつれて小さくなり、10時間後には10ミクロン程度の相対変位とな
る。よって桁の連結を確実に行えば、交通振動がコンクリートの接合部に与える影響は少
ないものと考えられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　63

題名：道路橋の防振対策とその制御対策についての考察

著者名：大嶋信太郎（金沢大学大学員）、梶川康男（金沢大学工学部〉

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第37回　P．125－126，1982－10

キーワード　：道路橋　対策　振動　制振　低周波　地盤振動　解析法　評価　携造物
理論

抄録
低周波空気振動の要因として、上部構造の振動速度をとり、また地盤振動への伝播要因
として橋脚への支点反力をとり、剛性を上げることにより、これらをどの程度減少させる
ことができるかを検討した報告である。対象物は、支間長30mの単純桁3連と等3径問連
続桁で”　　性増加をした桁で考えることにした。解析結果より、橋梁反力の実効値から
判断すると剛性を高くしてもあまり反力を減少させることは期待できない。また低周波空
気振動の要因として考えた振動速度であるが、これは剛性を高めることにより、ある程度
効果があるように思う



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　64

題名：道路橋床板の低周波域における振動性状について

著者名：足立義雄（建設省土木研究所）　岡村宏一（大阪工業大学）　島田功（東洋技
研コンサルタント）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第37回　P．413－414，1982－10

キーワード＝．道路橋　振動　解析法　実測　低周波　固体音　音源　騒音　対策

抄録
合成桁橋と上路トラス橋について、各要因を考慮した立体解析により床版の固有振動モ

ードを詳細に求め、次に、走行車両による床版の低周波域における振動特性を解析し、発
音体としてのスラブの振動性状を探究した報告である。解析結果より、大型車両の走行に
よる加速度　　レベルは、特に伸宿継手に車両が進入した時に大きくなり、遠ざかるに従
って減少する傾向が見られた。又、トラス橋の橋軸直角方向の振動については、車両が伸
縮継手を通る時、床版の曲げ振動が発生していて、継手部、中間部での横桁による補強の
有効性を示唆している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。　65

題名：多径問高架への経済的鋼合成げたの提案

著者名：駿河敏一（神戸製鋼）前田幸雄（大阪大学）

出典：第14回日本道路会議論文集，P．475－476，1982－11

キーワード　3道路橋、騒音、振動

抄録
走行性及び騒音振動等に対して障害の要因となる伸縮装置を少なくするための高架の多

径悶連続化としてRC又は鋼桁の両工法が行われているが，この両工法の特色を取り入れ
た新工法として支問20－25mのRC横桁を用いる連結鋼合成桁工法を多径間連続高架
に適用する　 事を提案している。鋼主桁は1断面の単純合成桁で亜鉛メッキを施し，横
桁はU形の鋼樋形にコンクリートを充増して床版と一体化し，主桁の連続機構は橋脚上で
床版と同時に打設されるRC横桁により連結し合成後死荷重活荷重に対し連続桁と同じ機
能を持たせる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　66

題名：走行車両による実橋の動的係数について

著者名：水上　山本　永原（建設省土研）

出典：日本道路会議論文集　第15回　NO．659　1983

キーワード：実験、実橋、道路橋、評価、・構造物

抄録
基礎的資料を得るために鉛直たわみ成分に着目して、走行車両による橋梁の動的応答に

関する実橋実験を行ったのでここに報告するものである。平均スピードは算術平均であり
、またトラックの積載量に関しても3段階変化させたのを算術平均しただけであり、一般
交通流とは　　違うが、今後数値解析で詰めていく予定である。



No．　67

題名　　高架橋の振動制御について

著者名　　秋元　久保田　柄川（首都高）

出典　　日本道路会議論文集　第15回　NO．660　1983

キーワード　振動、実験、模型、道路橋、地盤振動、対策、制振

抄録
建物の振動レベルを低減させるための振動制御装置の開発を行うために、振動の伝播径

路、振動制御の方式、制御ヶ所、制御力の規模について検討を行った。本論文においては
、振動制御方式の紹介を中心として報告するものである。一連の実験、検討を通じて、本
装置の動作　　確認と力の伝達の確認ができたので、今後は実橋脚に装着し、実高架橋に
おける振動制御実験を行う予定である。

No．　68

題名　　高速道路用振動制御装置

著者名；藤野正太郎、丸山泰、亀井信夫、古石喜郎、富沢正雄（三菱電気鎌倉製作所、
中央研究所）

出典：三菱電気技報，VOL．57－7．P．46－50，1983

キーワード　　振動、実験、対策、道路橋

抄録
都市部における高架形の高速道路では走行する車両によって橋梁、橋脚に振動が発生し
この振動が地盤に伝わって沿道の建物に有害な影響を与えている場合がある。ここではこ
の高速道路の一部に設置することを目的とした振動制御装置の開発の経緯、基礎理論、建
物を含めた　　現地での振動実験、及び実系を15分の1に縮小した模型での実験による
振動低減効果、実規模の振動制御装置を製作してのハードウェアの検討を主目的とした実
験について述べ、橋梁の振動を低減する一つの方向を示している。

No．　69

題名　　道路橋床版の低周波域における振動性状につし｛て

著者名　　足立義雄、岡村宏一、島田功

出典　　土木学会論文報告集　第330号P．37－48　且983－2

キーワード　　振動、理論、道路橋、低周波、解析法

抄録
解析手段として、道路橋の立体解析法を拡張し箆手法を用い、合成桁橋、PC　T桁橋、上
路トラス橋の3橋について、特に低周波域における発振体としての鉄筋コンクリートスラ
ブの振動性状を探究したものである。橋梁床版の低周波域の振動に関しては、まだ不明の
点もあり、　　本研究では、実測地のある事例についての解析を行ってその妥当性を確か
めたもので、本文に示した成果は、この分野における1つの基礎的なデータとして寄与し
得ると考えている。



No．　70

題名　　道路橋の振動によって生じる低周波空気振動について

著者名　　足立（土建）、岡村（阪大）、島田（東洋C）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第38回　P．ll3－114，1983－9

キーワード　　道路橋　振動　低周波　解析法　固体音　実測

抄録
発振体としての道路橋床版の振動と空気振動への変換の機構に関して解析した結果報告
である。対象とした橋梁は、PC・丁桁橋と上路トラス橋であり、加速度応答、圧力応答、
応答波形の周波数分析に着目した。解析結果から・スバンの短いPC・丁桁橋では、振動加
速度も音圧　　も基本振動数のところで卓越し、トラス橋では、車両が伸縮継手を通過す
る際、衝撃的な振動加速度波形が発生する。音圧では、伸縮継手部も支問中央も、ほぽ同
じ大きさである。また、周波数分析では、音圧レベルの卓越周波数は、振動加速度のそれ
より高くなる傾向にある

No．　71

題名　　走行荷重による橋梁振動と放射される低周波音の解析モデルの研究

著者名　 大島・森（北見工大）　、能町（北工大）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第38回　P。1・15－116，且983－9

キーワード　　振動　低周波　解析法　構造物　評価　理論　道路僑　実験　模型

抄録
橋体と走行車両との連成振動を考慮した橋梁の振動速度を用いて、放射音エネルギーを

評価し、音響学の理論にしたがって解析した報告である。着目点は、実橋走行試験結果と
種々の理論解析モデルによる計算結果との比較により、モデルが低周波音の評価に適切か
の検討にあ　　る。対象物は、支間24．1mの活荷重単純合成げた橋である。解析結果により
Newmark法の一自由度と二目由度の2つのモデルを比較すると、一自由度の方がピーク値
で二自由度の結果よりやや振幅が大きくなる結果となるものの、全体としてほぽ一致する
ことがわかった。

No．　72

題名　　高架橋の振動制御模型実験

著者名　　柄川（首公）、秋元（首公）、久保田（首公〕

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第38回　P。515－5貰6．1983－9

キーワード　　振動　対策　制振　模型　実験　道路橋　理論　評価　構造物

抄録
橋脚に近接した建屋の振動レベルを低減させる為、高架橋構造物（1／15縮小模型）に振

動制御装置を装置し、建屋の振動軽減をはかる実験の報告である。複数モードに対する振
動低減効果の認識、制御ヶ所の違いによる制御効果の比較を行い、実機機における駆動
部の規模を　　決定する要因となる制御力の推定及び建屋の振動低減率を推定することが
目的である．実験結果より、三種類の走行条件（スデツブ荷重，正弦波荷重，走行荷重》
においても，最大加速度と加速度実効値の比較においても，橋脚ブレース部制御が有効であ
るという結果が得られた

ノ　ブ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　73
趨名3高架道路橋の防振効果に関する解析的アブローチについて

著者名；梶川（金大工），大しま（住友セメント）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　題38回　P．5i7－518，1983－9

キーワード：道路橋　解析法　地盤振動　振動　低周波　対策　制振　実験　模型

抄録
従来の振動測定又は防振対策工事の効果判定の実験結果を’参考にして実際の高架橋の動
的挙動が説明しうるような解析モデルを考え、その種勺の防振対策を想定し、動的応答解
析を行ないその効果を予測した。対象物は、単純合成桁2連、丁型単柱式橋脚と現場打ち
杭基礎であ　　り、防振対策は、主桁・主構の補強、吸振機及び粘性ダンバーの取付、伸
縮継手の改良、路面の平担化などを考えた。地盤改良や吸振器の設置では防振効果はなく
、減衰器設置や剛性増加では鉛直反力には効果がないが、他で一ま2～3dBの効果があるこ
とがわかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　74

題名：走行トラックによる実橋の動的応答実験

著者名＝水上、山本、永原（建設省土木研究所）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第38回　P．537－538，1983－9

キーワード：実験　音源　道路橋　実測　測定表　解析法

抄録
橋梁とその前後の路面凹凸、走行中の車体振動、走行車による橋梁の動的応答等を実測
し、走行速度、たわみに関する動的係数を求め考慮した。荷重車は、トラニオンサスベン
ションを使用した大型トラックとした。路面凹凸では、橋梁前後の荷重車走行位置上を測
定し・走行試験は、荷重車1台で、積載状態、スピードを変え、各3回行なった。動的
応答測定は、サーボ型加速度計を用い、支悶長の1／8の間隔ごとに7箇所設置した。結果
より、路面凹凸によって’動的係数値は当然違うが、大体、スバン長が長くなれば逓減して
いくととがわかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　75

題名＝円筒型ゴムと粘性せん断抵抗を有する免震支持装置

著者名3浅井浩一，矢野忠弘，丹野吉雄，速水浩，相沢覚，三宅拓（竹中工務店）

出典＝日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）P。897－898，1983－9

キーワード：振動対策，実験，道路橋

抄録
免震対象物の鉛直荷重を支持する低摩擦すぺわ支承，外周部に配置した復元力用の円筒

型ゴム及びその内側に充埴した高分子系粘性体により構成された免震支持装置の基本的性
状に関する実験報告である。粘性体による摩擦係数の低下は顕著であり，円筒型ゴムのバ
ネ定数及び　　粘性体の粘性せん断抵抗の近似式を求めている。又振動台による剛体モデ
ルの正弦波応答実験及び一層鉄骨ブレース架構の下部に9台の本装置を取り付けての自由
振動実験を行い解析値と比較し良い対応を示している。　（オイレス工業との共同研究）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　76

題名：既設高架橋（鋼桁部）のノージョイント化手法

著者名書富田穣、加藤修吾、吉川紀、瀕川章彦（阪神高速道路公団）

出典＝第38回年次学術講演会講演概要集第1部，n。339－340，1983－9

キーワード　：振動対策、道路橋、理論

抄録
高架橋の場合温度変化による橋梁の伸縮に対応するためにジョイント部が設けられてい
るが、走行性、段差による振動騒音、雨水による腐食等で問題点をかかえている。これら
を解消改良するため、隣り合う桁をビンで連結し、床版を力学的に不連続としその上に舗
装を連続的　　に打設するノージョィント化の手法を計画した。桁連結の方法と支承条件
を種種変化させた各モデルで解析を行い、ノージョイント化の最適形式を選定し、実施設
計も行って本線での試験施行を予定している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　77

題名：多径間高架への変断面床版鋼合成げたの提案

著者名；駿河敏一（神戸製鋼）前田幸雄（大阪大学）

出典：第置5回日本道路会議論文集，P．531－532，1983－11

キーワード：道路橋，理論

抄録
高架橋を多径問連続化しようという動きの中で鋼桁工法とコンクリート工法とを対比し

て，鋼桁工法の欠点となる上部工黄の増加に関しては銅主桁を無補剛桁として合理化し，
横桁をRC化し連結工法による連続化を行って経済化をはかり，剛性と耐荷力を強化し，
再舗装の問　　題では鋼材を亜鉛メッキして長期防錆をはかる事により両工法の利点を取
り入れた合理的かつ経済的な工法r変断面床版鋼合成桁工法1の提案を行っている。

㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　78

題名：橋梁の振動性状が低周波域の空気振動に及ぼす影響に関する研究

著者名：足立義雄（建設省土木研究所）

出典：土木研究所服告，164－1，Pl－61，1984

キーワード　：振動，道路橋，解析法

抄録
橋梁振動と低周波空気振動の結び付きを道路橋を対象として，理論的研究と実橋による

実測結果を対比してその妥当性を検証し低周波域における空気振動の発生機構について取
りまとめている。まず床版と桁の剛性を考慮して立体解析を行い固有振動モードを求め，
その直交性　　を用いて走行車両の強制振動方程式を誘導し床版の低周波域における振動
応答を解析している。これと連成して空気振動の音圧特性が検討出来る様に橋梁と空気振
動を結び付け，形式の異なる5橋について検証を行った結果，定性的定量的にほぽ妥当な
結果が得られている。

ノ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　79

・題名：高架道路ジョイント部衝撃音の防止対策工事

著者名＝吉家光夫（東京高速道路）、初崎俊夫、酒見卓也（大成建設）

出典：橋梁、Vo1。20，No．6，P．50－56，1984

キーワード：，対策・騒音・音源・可聴音、実測、道路橋

抄録
　本文は、高速道路のジョイント部において車両通過時に発生する衝撃音を防止するため
に行われた一連の改修工事の施工レポートである。ここで問題とされた衝撃音は、突合せ
構造形式のジョイントにおいて、桁のたわみによる団差によって発生する。そこでコンク
リートスラ　　ブ上面に鉄板を敷くことによって段差ができないよう考慮した。その結果
、通路中央での発生音は12～13dB減衰し、周波数特性としてもビークが低周波数域に移
動して、聴減としてかなり効果が上がるとされている。　　　一

●　　　　　　　　　　　　　　　　　No●80
　　　題名3高架道路及び道路橋から発生する低周波空気振動について

　　　著者名3鹿島教昭、中村俊亮、樋高雄治（横浜市）

　　　出典：横浜市公害研究所報　No．，P．ll3－124，且984

　　　キーワード：低周波、実測、道路橋、固体音

　　　抄録
　　　　本論文は道路橋からの低周波空気振動が長大橋に限らず発生すると考え、支間の短い2
　　　ヶ所の高架道路と2ヶ所の道路橋で低周波空気振動を調査したものであり、その結果、4
　　　橋梁すべてが低周波空気振動を発生したとされている。1／3オクターブ卓越周波数は3。15
　　　～12．5Hzの　 極めて低い範囲にあり、最大レベルは90～100dBである。また床版加速度
　　　と低周波空気振動の両卓越周波数は等しく、コヒーレンスも高いことから、短支問長の橋
　　　梁から発生する低周波空気振動の原因は、橋梁振動であることが明らかになったと述べら
　　　れている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　81

題名：橋梁振動と低周波空気振動の性状について

著者名：五郎丸（日大工）、波越（日大工）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第38回　P。111－U2，1984－9

キーワード　3振動　低周波　道路橋　実測　走行音　対策　構造物　評価　測定法

抄録
橋梁振動と低周波空気振動の発生メカニズム』相関関係、伝播性状を明らかにするため

、供用中の荷荷重合成桁橋（支間24．5m、幅員7mの道路橋）を対象とし、実測した報告で
ある。着目点は、橋梁からの低周波音の発生におき、特に支問中を走行する場合に生じる
支問中走行　　音に目を向けた。この走行音は、大型車両の通過により橋梁の床版が板振
動することにより発生し、　音圧レベルは90～95db程度であり、発生する周波数帯域は、
数Hzから5011zの範囲と言える。また，低周波空気振動の減衰は、床版の振動と比較して遅
いことが判明した。



」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　82

題名：走行荷重による高架道路橋の動的応答解析ついて

著者名＝梶川（金大）、吉川（阪公〉、　本（フジE）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1韻　第39回　P。495－496．1984－10

キーワード：道路橋　解析法　制振　振動　対策　固体音　実測

抄録
高架橋の振動問題で、橋軸方向の面内挙動の解析的なアブローチを、実際の高架橋に適

用し、また橋軸直角方向の橋脚の動的挙動も解析した、その概要と結果の報告である。対
象とした高架橋は、支問長27mの単純合成桁で、2自由度にモデル化した自動車が、走行
した時の動　　的応答を求めた。解析結果では、フーチング質量や基礎のぱね係数を大き
くすることやPC桁にすることによって、フーチングの振動が小さくなる結果が得られた
が、今後全体を連成系として扱う解析と地盤を含めた解析を行なう必要がありそうである
o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　83

題名：高架橋の振動制御実験

著者名＝矢作（首公〉、柄川（首公）、桜井（首公）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第39回　P．，525－526，198440

キーワード＝道路橋　制振　振動　対策、実験　模型　地盤　振動

抄録
交通が、高速道路に近接する建物に与える振動問題をなくすために実用化に向けて、橋

梁モデルにより制御実験を行った報告である。対象とした箇所は、上部構造は単純合成桁
、橋脚は鋼ラーメン、基礎はケーソンとし、　4階建てのビルが橋脚に近接接してい
る。着目点と　　しては，橋脚ブレース部をアクティフに制御するテンドン方式を用いたこ
とである。走行荷重による振動制御実験では、振動の最大加速度は、1／3．5まで低減され
、　ジャンビング荷重では、最大加速度は約1／4．5まで低減されることがわかった。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　84

題名：道路橋より発生する低周波音

著者名；清水、田矢、時田　（小林理研）

出典＝日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集

キーワード＝低周波、道路橋、走行音、実験、実橋

抄録
最近の橋梁は設計理論の進歩、構造材料の高強度化等により比較的剛性の小さい橋梁が

出現しているといわれており、これは低周波音の発生との関連性があると考えられる。道
路橋より発生する低周波音は上部構造より発生し、桁の固有振動および車の固有振動との
関係が　　　強い。上部橋造の違いによる低周波音の発生はいずれも桁の固有振動と考
えられる周波数で生じ、建屋に与える影響を考えると、今までの結果および橋梁の立地条
件から鍋卜、ラス、鋼版桁が問題になると考えられる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　85

題名＝橋梁と低周波空気振動

著者名＝足立義雄　（建設省土木研究所）

出典＝騒音制御

キーワード：低周波、実験、実橋、走行者、道路橋

抄録
鋼単純トラス上路橋に車両を走行させて、強制的に振動を与えて実験を行った．橋梁振

動は試験車が伸縮継手部を通過する瞬問に振動が発生し同時に低周波空気振動も発生して
時問とともに減衰する。低周波空気振動は橋梁の振動と対応して生ずることがわかり、上
路トラス橋　　の床版が車両の通過により一種の板振動を生じ低周波空気振動に変換され
るものと考えられる。また、振動面から放射される波動伝搬については物体の動き方とそ
の形状寸法に影響されるもので、橋梁設計自体により低周波空気振動が左右されることは
少ないと考えられる。

●　　　　　　　　　　　　　　　　　N。．86
　　　題名‘橋梁から発生する低周波空気振動音圧レベルの理論的推定

　　　著者名：鳥野清、園田敏夫、高西照彦、小坪清真

　　　出典；

　　　キーワード　＝振動、低周波、理論、解析法、道路橋

　　　抄録
　　　　橋体振動から発生する低周波空気振動の音圧レベルおよび距離減衰を理論的に解析し、
　　　今後の低周波空気振動による公害対策に役立てようとするものである。解析結果から、橋
　　　面直下における音圧レベルは楕円柱を用いた2次元解析で求め、この値からの距離減衰は
　　　球の分布を　　用いた3次元解析を用いれば、橋体から発生する低周波空気振動を理論的
　　　に推定することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　87

題名＝都市内高速道路における騒音パワーレベルについて

著者名＝小金平、藤井（首都高速）、平野、岩田

出典：日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集

キーワード：騒音、可聴音、実験、実橋、道路橋

抄録
道路交通騒音の予測にあっては、発生源であ悉自動車の走行騒音パワーレベルが基本と
される。本論文は・自動車の走行条件が複雑に変化する料金所付近等の加減速部、勾配部
、曲線部などでパワーレベルの測定を行い、これらの特殊区間におけるバワーレベルの変
化を把握し　　ようと試みたものである。



No．　88

題名　　鋼桁の衝撃音原因調査報告書

著者名：井阪清（阪神高速道路公団）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第　回P

キーワード　実験、模型、測定法、騒音、固体音、道路僑、評価

抄録
鋼桁から重車両走行時に不定期に発生する金属的な衝撃音（S音）の発生機構解明の報

告である。S音発生の代表的橋梁構造は鋼単純合成1型桁で、ベアリングブレート支承が
多い。又重重車両が高走度で支間中央に進入した時点で発生するケースが著しく、80～90
dbで500～　　mOOHzの音が卓越している。S音の発生原因については、調査の結果、半
永久的と考えられていたベアリングブレートの上沓が発錆等から摩耗が激化し、摩擦係数
が増大することにより発音することが判明した。又これらB，P．をテフロン系沓に変更する
ことでS音発生は防げる．

No．　89

題名　　免震構造に用いられるレッドラバーベアリング

著者名　　オイレス工業（株）

出典　　オイレス工業カタログ

キーワード　　制振対策、道路橋

抄録
　レッドラバーベアリング（LRB）は積層ゴムの中心に設けた穴に鉛ブラグを挿入し圧
力を加えてゴムと密着状態になった弾性支承である．鉛直荷重に対してはゴム体中に中間

，鋼板を配置して非圧縮的性質にし、水平荷重に対して、降伏荷重を超えるまで鉛は弾性的
性質を持ちゴム体から伝達されるせん断力は鉛直径の調整により任意に制御出来る。又
鉛が降伏するとその後の水平方向の剛性はゴム体の剛性に近似出来る。LRBの性能試験
はニュージーランド及びオイレス工業で行われその挙動と設計の基準が得られている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　且

題名：騒音の発生因とその性状について

著者名＝松井昌幸（東京工業大学）

出典：公害と対策　P．37－40　1965－1

キーワード：騒音、測定法、評価

抄録
騒音に対する評価法について紹介してある。　　〔D客観的に人問の感覚的な判断量であ
る音の大きさを近似的に測定できる［騒音レベル］として［ホン］という単位であらわす
方法　　　〔2）物理量として［音圧レベル］〔dB）であらわす方法　　　（3〕騒音源の持つ全音
響出力であ　　るバワーレベル（P，》，L：Power　Leve1）であらわ影方法　　　　っぎに、騒
音のうるささは［大きさのレベル］〔L、L，と［会話妨害レベル］〔S置L）や両者を組み合わ
せたNC曲線、それに周波数成分、衝撃性、慣れなどの補正を施して評価する方法。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　2

題名：橋梁構造の振動減衰

著者名＝伊藤学（束大）、片山恒雄

出典：土木学会論文集、第117号、1965－5、P12－P22

キーワード　：振動、理論、実験、実測

抄録
多くの文献から橋梁を中心とした構造物の減衰性状に対する考え方を整理するとともに

、実測資料を収集解析して、スパンの大小、橋梁形式、使用材料などを考慮して、その一
般的傾向と種々の要因の影響とを検討することを目的とした。
　　　　　　ボルト継手のある片持梁は継手のない場合の2倍より下がることはない。
スバンが35m以上の橋梁では形式によらず0，02－0．10であるが、短スバンではバラツキが
大きい。ゲルバー桁、吊橋では減衰率は非常に低い。ボルト接合構造は溶接構造の約2倍
の減衰率を持っ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　3

題名：構造物の対数減衰率

著者名；大地羊三

出典：土木学会　振動便覧　P．412－419　1966－8

キーワード：振動・理論、解析法、その他、実測

抄録
構造物の振動計算を行う場合、その実測結果が得られていないときには、類似の構造物
における既知の減衰恒を参照して推定するのが普通である。そこで橋梁の上部構造と下部
構造に関して従来実験報告のなされているものを紹介し、若干の注釈を加えておく。

【



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　4

題名：機械から発生する超低周波数圧力波の軽減に関する研究

著者名：大中逸雄，西脇仁一，平田　賢

出典：日本機械学会論文集　第53巻249号（昭和42，5）

キーワード：騒音，実験、理論、低周波、対策、遮音

抄録
工場付近の住宅の窓が振動するとの公害が発生した。数十CIS以下の超低周波によるも

のと推定されたので、微圧ピックァッブを試作し、測定した。また理論値と測定値の比較
を行っている。更に超低周波数圧力波用減衰器の有効性について、理論的、実験的に研究
した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　5

題名1ダンパーによる吊橋のたわみ振動の制動について

著者名：倉西茂（東北大）

出典：土木学会論文集、第142号、1967年、6月、P1一β9

キーワード　：振動、理論、特殊橋、吊橋、解析法、対策、振動、制振

抄録
エネルギー法により、吊橋に生じる振動について、ダンピングがないものとした振動形

を使って、ダンパーを用いた時の効果を簡覚に計算した。ダンパーの種類として、支点ダ
ンバー・ケーブルスデイダンバー、タワースデイダンバー、センターダイヤゴナルスデイ
ダンバー、　　吊材ダンバーがあり、振動モードによって各々のダンパーの能率は異なる
が・適切に配置することによってダンビングカの不足を改善することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　6

題名＝鉄道車両の騒音の実態

著者名：荒井昌昭〔鉄道技術研究所》

出典＝建築音響、P29－34、1968－1

キーワード＝騒音、可聴音、走行音、対策、音源

抄録
東海道新幹線の3年間の着実な歩みによって、わが国の国情にマッチした大量、高速輪

送機関として、鉄道を再評価する気運が生まれっっある。ただし、騒音の面でも、新幹線
の騒音に代表されるスピードァッブに伴う騒音のレベルアッブと相まって、騒音の問題を
要対策の　　重要課題とし、車両内外の騒音の特徴〔騒音源はなにか、騒音はどのよう
に伝わるか〕とその対策について、実例をまじえて説明してある。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　7

題名　　騒音振動に関する研究〔第3報〕　【低周波音による構造物への振動誘起について》

著者名　　中塩、大下

出典：呉工業試験場報告、P30－34、1971

キーワード　　振動、低周波、実験、模型

抄録
福山地区で夜間襖ガラス窓等の建具が振動し、調査し楚ところ土地振動は人体に感知で
きる程のものではなく、周辺工場騒音の特殊性を認めた。騒音分析の結果、低減に大きな
ビークをもつ性状のもので、それが原因となって建具等に振動誘起するであろう結論に達，
した。　　　本実験はそれらの振動特性を検討し、防除対策の資料とずるため鉄製の棒比
敵種の試料をボルトで支持し、音を放射して板に誘起する振動を解析した．

No。　　8

題名＝道路交通振動の対策に関する研究

一著者名　　建設省道路局企画課，建設省土木研究所

出典　　第31回建設省技術研究会道路部門指定課題論文集，P．217－241，1971

キーワード　　振動，対策，その他

抄録
道路交通公害に対処するために3年計画で調査研究を行ったが本報告は昭和51年に行
われた初年度のものである。まず前年度までの既往の調査結果から，交通振動の原因，振
動の大きさの評価方法，振動の大きさと苦情の関係，路面の凹凸段差と交通量及び地盤と
の地盤振動　　，及び振動の予測と防止対策にっいて検討し，次に第一年度の調査結果の
中間報告として，振動の実態調査と影響因子の関係，及び試験工事による振動の調査結果
の一部を紹介している。

No。　　9

題名　　ダンバーを持つはりのたわみ振動

著者名　　倉西茂、高橋龍夫（東北大学）

出典　 土木学会論文報告集、第187号、1971年、3月

キーワード　　振動、理論、解析法、対策、制振

抄録
構造物にダンバーを取り付けることによって、1制振効果を増大させることができる。ダ
ンパーとしては数種が考えられるが、比較的解析の容易な速度比例型ダンバーをとりあげ
て解析した。　各種境界条件をもつはりについて、ポイントダンパー取付の影響を求め、
有効性を実　　証した。ポイントダンパーの制振効果はダンバーの吸収するエネルギーで
表される。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　10

題名㌧歩行者の特性を考慮した歩道橋の動的設計に関する研究

著者名＝　松本嘉司（東京大学）、佐藤秀一（建設省）、西岡　隆（東京大学）、塩尻弘
雄（電力中央研究所）

出典’：土木学会論文報告集　第205号　P．83－90　且372－9

キーワード：・振動、実験、その他、評価、人体、対策、制振

抄録
都内5箇所の標準的な単純支持形式の歩道橋にっいて行った振動実験と、若干の補足実

験から、歩行者によって橋に加えられる変動荷重の特性とそれによる橋の応答性状を明ら
かにし、歩道橋の確率統計的な応答特性にっいて検討を加えた。さらに異常の結果に基づ
いて、振動　　を防止するための吸振器を歩道橋に取り付け、その実用可能性を検討した
o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N・．H　●

題名1有限長壁の音響設計

著者名＝木倉　岡崎（日本道路公団大阪）

出典：日本道路会議論文集　第11回　NO．7n　　1973

キーワード　＝騒音、理論、可聴音、走行音、解析法、遮音

抄録
現行の遮音壁や櫃蓋工の音響設計の計算法の問題点の中で、対策工の延長効果と線音源
に対する回せつ減衰の計算法に検討を加え、有限壁と覆蓋工の音響設計法について論じる
。対策工の効果は、その長さに支配される。複蓋工あるいは遮音壁が高くなるほど、対策
区間の騒音　　が低くなり、対策外区問から聞こえる騒音のウエイトが相対的に大きくな
る。これは、暗騒音が大きいほど対策の効果が現れない現象に似ているが、対策工の設計
には、高さと長さを考えた最適設計が要求される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　且2

題名：新幹線鉄道騒音緊急対策について

著者名：柳田真司（運輪省｝

出典：環境創造、Pl7－20、置973－6

キーワード　：騒音、対策

抄録
昭和48年2月15日［環境保全上緊急を要する新幹線鉄道騒音対策について］の勧告の内

容と運輪省の定めた緊急対策について述べてある。勧告の内容について　（ア〕，騒音の現状
　｛イ》．当面措置すべき指針。　騒音緊急対策として　（ア⊃．音源対策について　〔D．束海道
新幹線〔東新大阪間⊃〔2｝．山陽新幹線（新大阪、岡山問）　吼イ〕．障害防止対策について｛
ウ｝．病院学校等にっいて

r



No．　13

題名　　橋梁振動の人間工学的評価法

著者名　　小堀為雄、梶川康雄

出典＝土木学会論文集　P23－32，璽974－10

キーワード　　振動、実験、評価一人体

抄録
橋梁の振動が歩行者におよぽす影響の評価法の研究。実際の状況に近い状態を考えて人

問が上下方向に振動を受けた時の影響を生理的影響や人体の動的応答による影響，心理的
反応の3項目に大別し考察している。影響が大きいとされる心理的反応についてはマグニ
チュード推　　定法に基づく心理学的手法を用いて歩行中における振動の心理尺度を求め
ている。又、橋梁の振動において考えられる諸間題について心理実験を行っている．

●
． No．　旦4

題名　　振動測定と評価

著者名　　田村浩一，浅野郡司（国鉄鉄道技術研究所）

出典　　鉄道土木，16－10，P．27－31，m74－10

キーワード　　振動，測定法，評価

抄録
振動の測定方法とその評価に関する知識の概略を記している。振動測定では，地震計に

用いられる振動計の中から動電形と圧電形の2種類についてその構造から取り扱い上及び
設置場所の注意事項について，又公害振動計を用いての振動測定ではその原理と測定注意
事項につい　　て述ぺている。地震計による振動測定の評価はオシログラフによる振幅，
振動数の記録及びデータレコーダからのフーリェ振動解析機による一例を公害振動計によ
る評価は実際の振動量を人体の全身振動を対象とした周波数と感覚補正をして加速度振幅
をデシベルで表示する。

No．　15

題名　　振動感覚を考慮した歩道橋の設計

著者名　　小堀為雄、梶川康男、城戸隆良

出典　　橋梁と基礎、P23－29、74－12

キーワード　　振動、評価、人体、対策

抄録
歩道橋における振動感覚の評価と揺れをできるだけ少なくするための設計法について述
べた論文である。歩道橋の動的安定を、歩行者がそれを渡る際に受ける振動の心理的影響
評価の立場からとらえるのみならず、歩行者の動的荷重としての特性をさまざまな実験に
より確認し　　ている。これらをもとにして各種歩道橋の設計を行い、歩行者に不快感を
与えないための歩道橋設計上の基本条件をまとめている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　16

題名：長方形スラブの固有振動数と振動障害

著者名：日本建築学会

出典1＝鉄筋コンクリート構造計算規輩・同解説，P．455－458，1975

キーワード：振動，理論，その他，評価

抄録
長方形スラブの設計に当たり，実用的と恩われる振動感覚の評価方法の一つを示してい
る。垂直振動の5－40ヘルッに対しては速度が振動感覚の基準となりK＝50Af（Aは
振幅cm，fは振動数ヘルツ）で求めた値とDIN4025によるK値の分類とを比較して
振動感覚を　　評価する方法である。このスラブの振動障害には加振源等の対策に不備が
あった場合以外に剛性低下による場合があり本書では剛性低下が生じない様にスラブ面積
を制限する事を推奨している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N。．17　●

題名＝超低周波騒音用消音器の設計

著者名：大林隆広、高田育夫（小松製作所）

出典：小松技報　Vol．2且，No．2，P．45－B5，1975

キーワード3低周波、対策、騒音、その他

抄録
本論文は、往復動形エアーコンブレッサによる超低周波騒音の防止対策として、一段拡

張形消音器を用い、その効果を検討したものである。消音器の設計において、目標減衰量
は10．5Hzで20dB、21Hzで25dB、42卜lzで20dBに設定されている。騒音効果の測定の結果、こ
の消音器は　　理論設計値と同等以上の消音効果が認められると共に、苦情のでた住宅地
ででの音圧レベルはコンブレッサ停止時と同レベルまで減衰したとされた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　18

題名＝空圧機から発生する超低周波音と対策

著者名：中野有朋

出典；日本音響学会講演論文集（昭和50年5月）

キーワード　＝騒音、低周波、騒音対策、音漉

抄録
複数のシリンダーからなる空圧機において、一シリンダーをつなぐ配管系のある点で観測
した圧力パルス配列が不等問隔の場合、超低周波成分が発生する。この超低周波音スベク
トルを測定し、その結果をもとに配管系をかえたり、適当な場所に消音器を配置すること
によって、　　この様な音を低減できる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　19

題名3鉄道騒音に関する研究

著者名＝角　知憲（束京大学大学院工学研究科）

出典；東京大学工学部、土木工学科、交通研究室、Pl－92、且976－3

キーワード：鉄道、実験、実橋、走行音、音源

抄録
都営地下鉄6号線を研究対称として、都市鉄道の主要騒音であるレール、車輪の接触点

付近から生じる音、所　、走行騒音について、レール継目部での衝撃音を中心に、現場測
定と基礎的音響理論の適用によって音源の解明を試みた。Dレール・枕木から発生する音
は中間部で　　は重要ではないが継目衝撃音の低周波領域（200H乙以下）では無視できな
い。2｝走行騒音の主要音源は、車輪及びっなぎ箱と称する車体付属品の一部であること。
　3〕レール継目部意外での音源もほ肇継目騒音の音源に一致する可能性が強いこと。

●　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　20

　　　題名＝新幹線大野トンネルで発生する低周波騒音の測定

　　　著者名＝西脇仁一、森　卓史

　　　出典＝日本音響学会講演論文集、P且75－176、S51－m

　　　キーワード　：騒音、低周波、測定法

　　　抄録
　　　　長いトンネルに新幹線が入ると、大きいレベルの低周波騒音を発生する。トンネル閉口
　　　部より来る低周波騒音を騒音計を介して記録した。また、トンネル出口部からの距離と騒
　　　音レベルとの関係も測定し、周波数分析を行い、周波数特性より騒音発生機構を推定した
　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　21

題名：トンネル出口微気圧波の実態

著者名；小沢　智、森藤　良夫、前田　達夫、木下　真夫　国鉄鉄道技研物理研究室

出典3鉄道技術研究報告　第1023号　1976－11

キーワード：振動、実測、その他

抄録
新幹線の岡山以西のトンネル坑口問題となっでいるトンネル出口微気圧波と関連してバ
ラスト軌道とスラブ軌道のトンネルで実態調査をした結果をまとめている。列車入坑速度
が200Km■hでトンネルが適当に長い（5～10Km）場合、バラスト軌道のトンネ
ルとスラブ軌道のトンネルとでは微気圧の大きさ、波形、波形の周波数分析結果および
・騒音レベルに顕著な差があることを報告している。



No．　22

題名　　離島のディーゼル発電所の超低周波音の対策

著者名　　中西功、佐津川太郎

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集（明和51年且2月）

キーワード　　振動、低周波、対策、音源

抄録
ディーゼル発電所付近の民家における振動公害に対し、』地盤振動と超低周波音の測定を

行った。その結果、超低周波音が問題であり、音源はエンジンの吸排気消音器にある事が
判明した。対策として屋外吸気をやめ、屋内吸気に変更し、部屋の吸込口は消音器を組み
込んだ1ヶ　所のみにした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　23

題名　　内燃機関の吸気口、排気口より発生する超低周波騒音および同用消音器

著者名　　西脇仁一、森卓支（西脇研究所）、小幡輝夫（東京大学）

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演会論文集　P．H3－n5・1・976－12

キーワード　　低周波、対策、騒音、音源、実測

抄録
本論文は工場のディーゼルエンジンの吸排気口から発生する超低周波騒音の探求と対策
について述ぺたものである。住民からの苦情に基づき工場近くの民家で音圧を測定した結
果82dBという高いレベルにあった。調査によりこれはディーゼルエンジンの吸排気口から
発生する音　　圧波によることがわかり、吸気口消音で70dBに、さらに排気口の消音によ
り60dB以下に減音することができた。

No。　24

題名　　サイドブランチ形サイレンサによる超低周波音の低減

著者名　　鈴木、工藤、岡野（荏原製作所）

出典　　音響技術　Vol．6，No，1，P25－27，1977

キーワード　騒音、低周波、対策、音源、実験

抄録
ブロワーや真空ポンブ等を運転すると卓越した超低周波音を発生して、その周波数が、

8－30Hzの範囲になると、窓ガラス等を振動させて公害問題を発生させる。本論文は、サ
イドブランチ形サイレンサによって、この超低周波騒音を減衰させることを試みたもので
ある。実際　　の工場にこのサイレンサーを適用した結果、A工場では16dB、B工場では2
0dB以上の減音量が得られ、公害問題を解決できたとされている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　25

題名＝道路交通振動の予測と対策

著者名：岩崎、若林、後藤（土木研）

出典：土木技術資料、19－2，P3－8，ig77

キーワード　：地盤振動、解析法、制振対策

抄録
道路交通振動の予測式を既往の実測データを用いて試算しその検討を行った。路面平坦

性の影響が一定と考えられる同一地点の測定データについては交通量、走行速度を要因と
した歩道外端の振動レベルを一次式によって近似的に推定できるが、路面平坦性が変化ず
る多数地点　　での測定データに対しては一次式の信頼性が必ずしも十分でない。又自動
車交通振動の軽減対策として、振動源、伝播経路、建造物施設の各対策について現況をま
とめてある。　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　－

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　26
　一
　　　題名：道路交通振動の対策に関する研究

　　　著者名＝横山功一

　　　出典：土木技術資料，19－4．P．34－35，且977

　　　キーワード：振動、対策

　　　抄録
　　　　昭和51年にr振動規制法」が成立し，振動測定の基本となる「振動レベル計』がJI
　　　S規格化された。この様な状況をもとに建設省技術研究会の指定課題として昭和51年よ
　　　り3ヶ年の予定でr道路交通振動の対策に関する研究」が取り上げられた。この調査の目
　　　的と調査項　　目，調査の年次計画及び調査体制についてその概要を紹介している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。　27

題名：配水池放流弁の低騒音化

著者名：堀江親延（荏原製作所、放流弁低騒音化ブロジェクトチーム）

出典：エバラ時報　No．m且，P．15－18，1977

キーワ、一ド：対策、騒音、音源、振動、その他

抄録
圧力水を水槽へ放流する場合には、噴流のエネルギーを減勢するため騒音と振動を伴う
ものであるが、近時環境保全への配慮からこの騒音をさらに小さくすることが求められて
いる。本文は、上水道配水池に水中放流するために開発された、低騒音、低振動の減勢放
流弁の概要　　を紹介したものである。この装置により、市街地内に設置される上水道用
配水池の放流弁にかかわる騒音、振動問題はほぼ解決できるとされている。



No．　28

題名　　振動と人体

著者名　　三輪俊輔（労働省産業医学総合研究所）

出典・　土木学会誌，P．32－36，1977－3

キーワード：振動，理論，評価一人体，その他

抄録
振動の要因によって人体の感覚が異なり，振動の心理学的レスポンスについては研究の

歴史も古く多くの研究が続けられているが音響心理学的手法を使っての系統的な振動の評
価に関してはまだ見られず，その手法を紹介している。振動の心理学的評価法として振動
の大きさの　　レベル，振動の大きさ，ランダム振動に関して振動感覚の尺度化を行い各
周波数成分を加算して単一数値にする事により感覚の評価値が得られる。しかしこの計算
は煩雑なので振動レベル計，疲労能率減退境界曲線を使って評価する事も出来る．

No．　29

題名3交通機関による振動公害

著者名　　小林芳正（京都大学）

出典　　土木学会誌　P．29－32　且977－3

キーワード　　振動、地盤振動、対策

抄録
交通路建設の諸段階での振動公害問題の起こり方、次いで交通振動の特徴、さらに、そ
の防止対策について述べ、最後に交通振動公害の代表たる道路交通振動と新幹線接振動の
規制基準について説明したのち、アセスメント（事前評価）について考えてみたい。

No．　30

題名　　道路交通振動の距離減衰（第1報）

著者名　　沢田健吉、谷口栄一、　（建設省土木研究所）

出典　　土木技術資料　20－3　P．33－37　1977－3

キーワード　振動、実測、その他、地盤振動、解析法

抄録
昭和5亘年度に建設省が実施した道路交通振動の全国調査のデータに基づいて振動の距離

減衰の実態について述ぺる。さらに地盤振動の振動数、基準点（外側車線中央から5mの
地点）の振動レベル、地盤条件と振動の距離減衰の関連について考察を加える．



No．　31

題名；低周波騒音対策

著者名＝佐伯〔バージェスミウラ消音）

出典；産業機械　No321、P48－51、1977－6

キーワード＝低周波、音源対策

抄録
本論文では、騒音対策における低周波騒音の特異性を述ぺると共に、レシブロコンブレ
ッサー吸気騒音、フ’レート型ファン吸排気騒音、ボイラー燃焼排気騒音に対するスナッ1バ
による音源対策の実例があげられている。低周波騒音の特異性としては、高周波騒音に比
ぺて・　　　U〕．大気の吸収による音の減衰が小さいこと。（2D．指向性が小さいため、
音源の逆方向にまでよく伝播すること。〔3〕．波長が長いためよノく回折すること。｛4〕．遮音
壁における透過損失率が小さいこどなどが指摘されている。

No．　32

題名　　入口緩衝工による備後トンネル微気圧波の低減

著者名：小沢　智、内田　俊孝、前田　達夫、国鉄鉄道技研物理研究室

出典：国鉄技術研究報告　No．1054　1977－9

キーワード；振動、実験、その他、対策

抄録
備後トンネル両坑口に設置された人口緩衝工について、模型実験、緩衝工の設計と施工

、微気圧波の低減効果及び今後設計される入口緩衝工の提案を報告。

＼

No．　33

題名　　超低周波騒音の人体に及ぼす影響

著者名＝岡井治、西脇仁一、斎藤正男

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集P85－86，1977－11

キーワード3低周波、評価、人体

抄録
超低周波騒音の人体に対する影響を指定するため騒音レベルの高いところの住民につい

て問診を行なった結果、特に際立ったエネルギーを持つ超低周波空気振動はみられないが
・オーバーオール84dbの超低周波振動のある地域では住民10名のうち8名までが気道の刺
激症状を訴　　えている．また31，5Hzの超低周波振動でそのレベルが108db、オーバーオ
ールm8dbのところでは、消化器の変調に関連の深い舌苔を持つ人が経験年数が増すにつ
れて多くなる傾向があった。



No。　34

題名　 ・低周波音による影響

著者名　　清水和男、時田保夫（小林理研）

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集P87－90，1977－n

キーワード　　低周波、評価、人体

抄録
低周波を発生していると思われる施設にっいて低周波音圧レベルとアンケート調査の結

果、音圧レベルが65db前後になると何らかの苦情が発生し、その順位は、物的、心理的、
生理的で発生する。特に影響を受ける時問帯は全施設で見ると夜間が多く、季節的には特
に高速道路　　橋などでは冬場の影響が大きいと答えている。低周波音の影響を受けやす
いのは女性で特に中年以上の人といえる。苦情の申し入れについては影響を受けたと答え
た人の約60％は地方自治体及び発生施設管理者に申し入れている。

No．　35

題名　　空気圧縮機から発生する超低周波音の公害対策

著者名　　原田実、鶴田政博

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会請演論文集（昭和52年且1月一）

キーワード　　騒音、実験、音源、対策

抄録
火力発電の各機械装置から発する超低周波音により、住宅の窓ガラス等が振動する公害

が発生した。その対策として吸気管路の途中に取り付けられるサイドブランチ型の減衰器
を採用した．実用化に対し、小型モデル試験体および大型モデル試験体による実験を行っ
た。また、　　実際に設置した後に調査した結果、一応の成果が達せられた。

No。　36

題名　　流水蒋下部より生ずる超低周波音の対策

著者名；工藤信之、大岩健次、鈴木昭次

出典　　日本騒音制御1工学会技術発表会講演論文集、P99－102、1977－11

キーワード　　低周波、固体音、対策

抄録
水処理場において、ろ過池付近の民家より“窓がゆれる”という苦情が発生した。ろ過

池には回転する機器は全くなく、地面も振動しておらず、騒音レベルも小さかったが、ろ
過池流入サイフォンの流入堰をオーバーフローして滝を形成する部分から超低周波音が発
生していた　　。これを防止するため、数種の装置を試作し、その減音効果を調べ、最適
なものを全ろ過池に取付けて問題を解決した．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　37

題名＝空気圧縮機から発生する超低周波音の公害対策

著者名：原田実、鶴田政博（鹿島建設）

出典＝日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集　P．95－98，h977－H

キーワード2低周波、対策、騒音、音源、実測

抄録
本論文は、火力発電所の空気圧縮機から発生する低周波音を低減させるために開発され
た減衰器の形態及び実際に適用した場合の効果などを紹介したものである。減衰機は吸気
管路の途中に枝管として取りっけられるサイドブランチ型のもので、超低周波音の卓越周
波数の波長　　の約1／4の長さに管長をあわせて共鳴減衰させることができる。これによ
り、発電所敷地境界線付近で、対策前は82dB（12．5Hz〕の音圧レベールがあったものを75dBに
することができ近隣住民からの苦情も無くなったとされている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　38

題名＝超低周波音の人体に及ぼす影響

著者名：岡井治（杏林大）、西脇仁一（西脇研）、斎藤正男（東大）

出典＝日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集、P85－86、1977－11

キーワード　3騒音、低周波、固体音、評価、人体

抄録
40ヘルツ以下の超低周波騒音の人体に対する影響を分析する炬めに、被爆者の訴えや

小乗からその程度を検討した。対象騒音源は大型送風機とキューポラである。送風機につ
いては特に低周波域に固有のピークは認められないが、被爆者10名中8名が気道の刺激
症状を訴え　　たとしているが、11才一30才の被爆者は無症状である。キューポラに
よる騒音の被検者は交情の従業員45名であるが、31　5ヘルツの空気振動が存在するものの特に目立った症状の訴えはなかった。消化器官の蝋を．テェックす馳めに舌苔の
有無が調査された。

　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　　39

題名＝室の低周波音応答に対する建具の影響

著者名3山下充康、金沢純一、小見茂光（小林理研）

出典3日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集、P91－94、1977－11

キーワード　：振動、実験、模型、評価、構造物

抄録
低周波に対して建物の室がいかなる応答を示すか、また室の応答に対する建具の挙動を

調べることを目的として、10分の1の縮尺模型を用いた実験を実施した。模型としては
一室のみのものと、連室構造のものを用い、音の人射方向による音圧の測定と開口部の建
具模型の周　　波数応答特性を計測している。室の応答特性としては、ヘルムホルツの共
鳴箱としての振舞が認められた。建具にっいては、室と嬉具で新たな共鳴系が形成される
というデータが得られている。音源としてはスビーカによる一定レベルの純音を用いてい
る。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　40

題名3超低周波の防音対策

著者名＝工藤（荏原製作所，

出典・：エハラ時報　No［04、P25－30、1978

キーワード：低周波、音源対篭

抄録
本論文は、レシブロタイブ大型真空ポンプから発生する低圃波音を防止する炬めの墓礎

的研究の結果とその実施例、および水流蒋下による超低周波音の防止方怯について述ぺら
れている．真空ポンプの滅音対策は、サイドブランチ形サイレンサによるものであり、サ
イドブヲン　　チの長さを減音する周波敵の波長の旦！4とした時に最大の減音量となるこ
とが示されている。また、これを実際の茜置に取り付け炬結果、目標とする周波敵領域で
30dB以上の減音量が得られたと報告されている・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　41

題名＝低周波音による生理的影響

著者名；岡井治（杏林大学生理学部）

出典：公害と対策　VOL．14，No．2，P139－143。1978

キーワード＝低周波、評価、人体

抄緑
わが国では50H乙以下のものを低周波音とされている．この騒音の発生源のうち産業機械

のつくる低周波音は予想外に大きなレベルのものもある。航空機、船舶、鉄道・工場機械
．一般的には特別な機械の近くでないかぎり125db以上のところは少ないともいわれてい
る。低周波　　音は壁や普通の音声に対する防膜策では．防護効果をあげることはできな
いといわれている．そこで1っの方法としては源音に対して逆位相の波形を与えてかなり
良い消音効果をあげている例もある．

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　42

題名：低周波音の測定と今後の課題

箸者名：斎藤正雄（東京大学医学部教授）

出典＝公害と対策　VOL．14，NO。2，P31－34，1978

キーワードこ低周波、測定法

抄録
低周波音の測定では、騒音測定の場合の聴覚感度特性に相当するものがない。振動爬関
しては振動感度曲線が得られているが、これは主として乗りものに対する立場から測定さ
れており、座りあるいは立った姿勢で、床からくる振動を受けた場合のものである・空気
振動の場合　　は波の受け方がかなり違うので、人体はの影響もまたかなり異なることが
予想される．この意味での感度曲線を作成することが、環境基準に聞連して緊急の問題で
ある．このような曲線ができるまでは、各周波数成分ごとにレペルを測定しなければなら
ない。



No。　43

1題名　　道路交通振動の対策に関する研究

著者名　　桂樹正隆

出典：土木技術資料，20－5，P．24－26，1978

キーワード　 振動、ヌヨ策

抄録
建設省技術研究指定課題であるr道路交遍振動の対策に関する研究1の昭和51年度に

実施された各種調査の総括報告の中から，道路交通振動の予測手法と振動の防除対第に対
しての概要を紹介している。予測手法では，振動に寄与する因子，予測に関する基本的な1
考え方（重　　回帰分析，シュミレーション法）．車一車による振動レベルの特性，一艘
交通による振動レベルの等価交通量という概念による定式化等に閨して，又防除対策では
防振構，防振壁，地盤改良及び盛土による低減効果に関してまとめてある．

No．　44

題名　　道路交通振動予測式

著者名　　成田，桂樹（土木研）

出典　　土木技術資料，20－6，P．46－51，1978

キーワード　地盤振動，解析法

抄録
道路交通振動予測式を提案し，その精度を実測価と検証し十分な精度が得られた。予測

式はまず単一車走行時の発生振動レベルとしてある特定地点での実測結果を用いて，振動
レベル波形のモデル化，車線毎の振動レベルのビーク値，及び車線別の交通流シュミレー
ションを行　　い，各基本レベル波形を組み合わせて予測基本値を定式化する。次に諸条
件が異なった地点での予測値を求めるため既往の実測資料を整理して各パラメーターの補
正項を算出して予測基本値に加え道路交通振動予測式（案）として提案している。

No．　45
　　　　　　　　　　＼
題名　　超低周波騒音の問題点

著者名　　西脇仁一（西脇研究所所長）

出典　　公害と対策，P125一且29，VOL14，No．2，1978

キーワード＝騒音、対策、音源

抄録
一般に、約35Hz程度以下の周波数の音圧波が、民家で70db以上の強さでくると、日本の

家屋のあるガラス戸がどうかすると共鳴して、ガタガタと二次振動を発生する場合が多い
。伊勢湾周辺地区の例では、原因が送風機のサージング現象であることがわかったので早
速、サージ　　ング現象の出ないように対策を施したら、ガラス戸のガタガタはピタリと
止まり、それ以後新聞記事にならなかった。このような現象は日本中いたる所で起こって
いる。原因としては燃焼炉、バッグフィルタ、振動ふるい等がある。



“

No．　46

題名　　騒音・振動対策とゴムの役割

著者名　　近正昭夫（西山ゴム）

出典　　橋梁　P．27－3置　1978－2

キーワード　騒音、振動、対策

抄録
ゴムは近年、橋梁および構造物の騒音、振動対策において重要な役割を担ってきている

。本報告では防振ゴムを中心としたゴムの概念を紹介している。　　　1．ゴムの種類と
特徴　　　2．防振の原理　　　3．防振ゴムの材料　　　4．防振ゴムの使用例

No．　47

題名　　揺れやすい構造物とその対策

著者名　　小堀　為雄（金沢大学）

出典　　土木学会誌、1978－3、P43－P49

キーワード　 振重動、理言命、言平価、人体、構造物、文寸策、振動、箒1振

抄録
本文ははじめに振動の基本的な理論を明解に整理している。外力と減衰と応答について

、基本式とグラフにより簡潔に解説している。　次に構造物の振動から受ける人問の感覚
についての評価方法について、気象庁の震度階、および風力階を参考にした考えを述ぺて
いる。　　　　最後に防振対策について提案している。構造物の振動対策としては、減衰
を大きくすること、振動周期を一致さぜないようにする、活荷重の比を小さくすることが
ある。次に機械系の防振対策として、動吸振器、および遠心振子式吸振器について実例を
あげ，て提案している。

No．　48

題名　　地中部における交通振動の伝播特性

著者名　　大保直人（東京大学生産技術研究所）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第33回P454－455，1978－m

キーワード　　地盤振動、測定法、解析法、実測、振動

抄録
振動の遮断については交通振動の地中部における伝播特性を把握することが重要で、高

速道路高架橋のジョイント部を車両が通過した祭に発生した交通振動の地表・地中同時観
測デーダを解析し特に単一車両で発生した地中部での周波数、振幅特性について検討を加
えた。地中　　部の周波数、振幅特性をみると深さ方向の特性は上下動と水平動で大きく
異なり、上下動についてはそれぞれのビーク周波数の振幅は地中ではほとんど減衰しない
。水平動は一般的に深さに伴う減衰がみられるが測点によって特性が異なり、上下動に比
ぺ複雑な特性を示す。



No．　49

、題名　　動吸振器による橋梁の制振効果について

著者名　　高梁龍夫、松山正将、山田俊次（東北工業大学）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第33回　P484－485，1978－10

キーワード　　対策、制振、振動、実験、模型、評価、構造物

抄録
従来の吸振器（バネ。質量系）に粘性抵抗力を付加した動吸振器（バネ・質量・粘性抵

抗力）を用いて、橋梁等の振動防止を試みたもので、橋架設時のギャットウォーク等、可
とう性の大きなケーブル構造の模型を選び、主に対称一次振動の減衰状態について、実験
値と計算値　　を報告したものである。実験結果として動吸振器の付加質量を大きくする
と、対数減衰率も大きくなり、それに伴って粘性抵抗も必要となる。動吸振器の質量を小
さくした場合は、減衰効果はかなり期待できる。計算値は、実験値と定性的に同様な傾向
を示す結果を得た。

No．　50

題名　　送風機から発生する超低周波騒音

著者名　　鈴木昭次、鵜飼義雄

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集（昭和53年11月）

キーワード　騒音、実験、低周波、対策、音源、遮音

抄録
遠心送風機の低風量騒音特性、とくに低周波のディスクリート騒音の発生原因について

種々のパラメーターの影響を調べ、その結果、発生原因は施回失速によるものであること
を明らかにした。調査項目は、送風機の回転数の影響、試験ダクトの影響、羽根枚数およ
び羽根出口　　角度の影響、羽根入口部の乱れの強さとの相関についてである。また、低
周波騒音の防止対策について実例を紹介している。

No．　51

題名　　ディーゼルエンジン超低周波音消音器

著者名　　岡田健、中野有朋（石川島防音工業）

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集　P．139－142，畳978－11

キーワード　低周波、対策、騒音、音源、実測

抄録
本論文は、ディーゼルエンジンの試運転ベッド用に設計された超低周波音および騒音用

消音器に関するものである。消音器は、特定周波数8～25Hzの広帯域超低周波音を共鳴吸
収できるようにした拡張室にレゾナンスチューブを組合せた多段複合リアクティブ型と、
通常の騒音　　を特に吸音させるための吸音型を組合せたもので、消音器より約40m離れ
た地点で音圧レベルが65dB以下になるよう設計されているという。音圧レベルの測定の結
果、ほぼ計画通りの減音量が得られていることが確認されたとされている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　52

題名3道路交通振動の伝播特性

著者名3谷口栄一、小笠原久（建設省土木研究所）

出典＝土木技術資料　20－12P．19－24　1978－12

キーワード＝・振動、実測、その他、地盤振動、測定

抄録
山梨県の勝沼バイバスおよび束京湾岸道路において、試験車による振動実験を実施し、

地表面および地中の振動を測定した。実験より得られたデータに基づいて、道路交通振動
の卓越振動数が何によって決定されるかという問題、距離減衰に対する振動レベルの影響
、振動の地　　中分布および振動モード等について解析を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N・・53　●

題名：Inf　rasound（超低周波音）について

著者名：五十嵐寿一　　（小林理学研究所）

出典：航空公害　Vol，6，No．1，1979

キーワード＝低周波、評価、人体

抄録
超低周波音の波長は人体に比ぺて大きいので、超低周波音に暴露したとき、その刺激は

全身ほぼ一様であること、また体の組織は空気に比ぺて圧縮性が小さいので、インピーダ
ンスの非整合の結果全身に対する影響は極めて小さい。しかし、人体の一部に限って印加
した場合、　　例えば耳だけの場合は90％のエネルギーを鼓膜を通じて内耳に伝えること
があり、肺は40～60Hzで肺と気管の共鳴をおこすことが知られている・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　54

題名＝低周波音公害問題をめぐって

著者名：時田保夫（小林理研）

出典：日本音響学会志　35巻7号　P395－401，1979

キーワード：低周波、評価

抄録
低周波音波に起因する苦情は大別すると、物的被害、心理被害、生理被害の3種になる

。物的な問題は、建具等に加わる力（音圧）の問題であるから、加振カー振動系一レスポ
ンスとして一般化した解答を得られるが破壊現象は公害振動の場合にも同様であるが、一
般化するこ　　とは極めて難しい。心理被害と生理被害はアンケート結果から見ると個人
差が大きく、極めて難しい問題をかかえている。苦情の原因となる他の理由として、低周
波音が騒音規制にも振動規制にもかからない現象という点があり、行政では処理できない
こともあげられている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　55

題名＝道路交通振動の軽減対策実験

著者名：岩崎，若林，後藤（土木研）

出典：土木技術資料，21－1，P．22－27，1979

キーワード　＝・振動，実験，地盤振動，対策

抄録
道路交通による沿道地盤の振動を軽減する対策の中から，振動源の対策として舗装の剛

性に着目し，又伝播経路の対策として防振壁に着目して実験を行った。舗装の剛性に関し
ては簡易舗装，標準舗装，剛性舗装の3種類の試験区問を作り作動源として重鍾落下，試
験車走行，　　起振機を用いて実験を行ったが今回の剛性の差程度では有効な軽減効果が
現れなかった。防振壁に関しては壁厚1．3m深度3．6mでコンクリートと発泡スチロールのサ
ンドイッチ構造の防振壁を作り実験を行った結果振動数が大きくなる程軽減効果は顕著に
なかった。

●　　　　　　　　　　　　　　　　　N・・56
　　　題名＝道路交通振動の対策に関する研究

　　　著者名　　：　書圭樹正β笙

　　　出典：土木技術資料，21－5，P．45－47，1979

　　　キーワード　：振動，対策

　　　抄録
　　　　道路交通振動の対策に関する調査研究に関して昭和52年度の調査成果の概要を紹介し
　　　ている。その内容は道路交通振動の全国調査，振動予測式（平面道路に対する，高架道路
　　　に対する距離減衰に対する）の検討，振動軽減対策（振動減に対する，伝播経路に対する
　　　）の効果の　　傾向等である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　57

題名：低周波公害問題をめぐって

著者名：時田保夫（小林理学研究所）

出典＝日本音楽学会誌35巻7号、P395－401、1979

キーワード　：｛氏周薯皮、一般

抄録
我国における低周波音による公害問題を総括したものである。公害としての発生源と苦

情の種類、影響の範囲などを定義した後、海外における既往の研究成果を紹介している。
低周波音郊外が20ヘルツ以下の成分のみの低周波音にはよらず、可聴音域におけるスベ
クトル形状　　に大きく依存することを指滴している。計測上の問題としては、騒音計に
よる規格化された騒音測定が今日の低周波音公害を生み出したとの反省から、特に周波数
特性を考慮すぺきとしている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No，　58

題名3低周波音による窓のがたつき防止効果の測定

著者名3伊鼻末邦夫（ピンチフ’ロック（株）〉

出典1音響技術　Vo．8，No，1，P90－93。1979一巳

キーワード3・騒音、低周波、対策、実験

抄録
本文は・低周波音による窓のがたつき防止が、ピンチブロックを取り付けることによっ
て、どの程度の動果があるのかを測定した結果である．測定結果から、低周波音による2
次騒音の発生に対しても、ピンチブロックとP，B，K，クレセント（錠前の一種）を併
用すること　　により充分防止できるとされている．

♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N。・59　●

題名＝道路交通振動の距離減衰（第2輻）

著者名3谷ロ栄一、小笠原久、　（建股省土木研究所）

出典＝土木技術資料　21－3P，11－16　1979－3

キーワード＝振動、実測、その他、地盤振動、解析法

抄緑
昭和52年度建段省道路交通振動醐査の中77A－7稠（振動の距舘減衰稠査）のデータにつ
いて解析を行い、距敵減衰の予測表（第2案）を作成した。今回の距離減衰のの作成に当
っては重回帰分析による要因分析を行った．ここで述ぺる距離減衰の予測衷は道路端で振
動レベルの予測値が得られ距後の振動の距離による減衰盤を予測するのに用いることが
できる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　60

翌名言振動と人問　1．振動の人体への影響（上）

著者名3梶川康男、小堀為雄、岡田　晃

出典1柵梁と基礎、P36－42、1979－6

キーワード　3振動、評価、人体

抄録
直撞には構造物の安全性に関係しないような振動問題の中から、　「振動の人体への影響』
を取り出し、影響、尺度、限界、基単などについて、その発展の流れと特徴を述ぺてい
る。医学、人問工学的側面からとらえた振動に聞する内容となづており、構造物の振動を
人体への影　　響評価という立場から考察する場合の予備知識として大いに参考になる．



No．　61

題名：防音防振事業の現状

著者名：『後藤　 （騒音防止懇話会）

出典　　騒音・振動，P．131－147，且979－6

キーワード　ー対策，

抄録
防音防振事業の需要と供給の現状について分析している。需要を全市場について集約す
る事は難しく工場，交通，民家防音の分野で試算すると工場防音対策費としては年間27
0億，道路鉄道向けの騒音対策賀は100億，民家病院学校等の対策黄として航空機自動
車鉄道等の　　音源に対する黄用は本格的に行うとどこまでエスカレートするか予想がつ
かない。これに対応する供給側の動向は，技術水唯の上昇と遮者吸音材の開発が進み，防
音事業者の集団化で相互に補強を計一る傾向が表れてきた。

No．　62

題名　　振動と人問　1．振動の人体への影響（下）

著者名　　梶川康男、小堀為雄、岡田　晃

出典＝橋梁と基礎、P44－46、1979－7

キーワード　　振動、評価、人体

抄録
ISOの振動ばく露基準、振動公害基準の概要の説明。前者の基準は累積損傷のMIner

の式と類似した考えであること、後者は前者の考え方を準用して作成されたものであるこ
とを記している．規制基準と測定方法については一応整備されているが、人問の反応に関
する部分と　　振動計測、データ整理、解析法に関する部分に未解決の問題があることを
指摘。　（上）に続いて、振動と人間との関係を示す手引書として参考になる。

No．　63

題名　　トンネル出口微気圧波の研究

著者名　　小沢　智、国鉄鉄道技研物理研究室

出典＝国鉄技術研究報告　　No．1121　1979－7

キーワード　振動、実験、その他、対策

抄録
列車がトンネルに突入することによって生じた圧縮波がトンネル内を伝播して反対側の

坑口に達した時、坑口より外側に放射されるパルス状の圧力波によって起こる現象につい
て、低減対策についての一連の研究結果をまとめたもの。バラスト軌道、スラブ軌道のト
ンネルにお　　ける測定結果に基づいて微気圧波の性質を明らかにしている．

マ



No．　64

題名　　気流によって発生する超低周波音低減に関する実験

著者名：櫛原幸広、守岡功一、中野有朋

出典・　日本騒音振動制御工学会技術発表会講演論文隼、P209－212、1979－9

キーワード：騒音、低周波

抄録
ジェット流により発生する超低周波音の低減に関する空力模型実験および実機による確

認試験の結果報告、ジェット流の後方に何もない状態、後方に排気ダクトを設置した状態
、排気ダクト以外に補助ダクトを設けた状態、さらにストラット等を内装した状態、計4
種の実験を　　行い、1／3オクターブバンド中心周波数と音圧レベルとの関係を整理した
0

No．　65

題名　　大型送風機用超低周波消音器

著者名　　森卓支、西脇仁一、藤尾昇（西脇研究所）

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集　P．213－216，19179－9

キーワード　低周波、対策、騒音、音源、実験、模型、実測

抄録
本論文は、発電所の押込送風機吸入口から発生する超低周波を減衰させるために設計さ

れた消音器に関するものである。超低周波騒音の発生レベルは吸入口1mで110dBU6Hz）
、民家への寄与レベルは68dBU6Hz〕で、民家への影響を60dB以下とするために、音源
で10dB減　　衰させる必要が認められ、吸入口にリアクディフタイブの消音器が取り付
けられた。消音器の設計に当たっては、1／10スケールのモデルデストを行って設計の基と
している。

No．　66

題名　　超低周波用大口径サイドブランチ形サイレンサ

著者名　　工藤信之、鈴木昭次（荏原製作所）、浅古庄一（東京都）

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集　P．217－220，1979－9

キーワード　　低周波、体作、騒音、音源、実測

抄録
下水処理場における汚泥脱水装置の一つである、真空ろ過機用往復動型真空ポンブは、
ピストンの往復動によって空気の疎密波発生し、超低周波騒音を発生する。本論文は、こ
の問題を解決するために真空ポンブ吐出集合管に取り付けられた、大口径サイドブランチ
形サイレン　　サに関するものである。サイレンサの取付け前後の測定により、吐出口10
mの地点で8Hzは23dB、16Hzは24dBも減衰し、さらに高調波成分も全体的に小さくなった
と報告されている。



No．　67

題名＝積分方程式による薄板の固有振動及び座屈問題の解析

著者名　　丹羽義次、小林昭一、北原道弘（京都大学）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第34回　P23－24，1979－10

キーワード　’解析法、振動、評価、構造物

抄録
積分方程式により固有値解析を行い、任意幾何形状、任意境界条件を有する問題に対し

高次固有値を含めて固有値をより正確に求める最も一般的手法を確率しようとしたもので
ある。積分方程式によれば領域内の情報を全く含まない形で固有値問題を定式化するこ，と
ができる。　　定式化を一様面内力を受ける薄板の振動問題にまで拡張し、この基本解を
示し又さらに振動問題、引張・圧縮問題の解を求めた。結果として第一固有値はN＝1で0．
13％の相対誤差で求まること、座屈問題の固有値解析でも本手・法は精度よく適用されるこ
とが確認された。

No．　68

題名　　薄肉断面部材における弾性波の波動特性

著者名　　唐沢洋司、稼農知徳、薄木征三（秋田大学）

出典　　土木学会年次学術請演会講演概要集　第1部第34回　P459－460，1979－10

キーワード　理論、解析法

抄録
Timoshenko桁，AggarwalとCranchの理論さらに断面変形を考慮した理論とせん断ひずみ
分布に平均せん断ひずみを仮定せず、せん断による変形を考えた非線形せん断ひずみ分布
とそれを有するせん断変形を考慮した理論を比較検討したものである。変分法により、仮
想変位が0　となるよう定めることでEuler－Lagrangeの式及び部材両端の境界条件が誘
導される。これに外荷重を受けない無限長の一様な断面部材を考え、進行波の諸条件を代
入することで、各変位に関する連立方程式が得られ、さらにこれをマトリックスとして解
き波動分散曲線を得た。

No．　69

題名＝　目動車走行により発生する振動の伝播特性に関する研究（目動車の車輪落下を振
源とした場合）

著者名　　大保直人（束京大学生産技術研究所）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第34回　P509－5且0，且979－10

キーワード　振動、測定法、実験、地盤振動、評価

抄録
目動車走行で発生する波形と同じ振動特性を示す単一振動源を用いて地表・地中部で多

点同時観測を行い、上下動速度振幅値を用いた距離減衰特性、深さ方向の振動分布から伝
播特性の基礎的性質を求めた。距離の減衰特性をみると振動源の相違によって変化し、車
種、蒋下、　　走行等の違いでの変化はないと考えられ、また深さ方向の振幅分布ではあ
る深さ方向に同時に最大振幅が現れ、地表面付近で振幅最大、地中深くで振幅が小さい傾
向がある。このことは実体波がほぽ地表面に沿って伝わると近似でき、振幅分布が深さ方
向に一定と考える。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　70

題名＝道路交通振動の距離減衰（第3報）

著者名：谷口栄一、小笠原久、館山悟、　（建設省土木研究所）

出典：土木技術資料　2卜n　P．25－30　1979－ll

キーワード：．振動、実測、その他、地盤振動、実験

抄録
著者等はこれまで交通荷重により発生する地盤振動の伝播特性について調査を行い、道

路交通振動の距離減衰予測表（案）を提案した。その中で最も主要な影響因子は道路端に
おける振動レベルであり、この値が大きい程距離減衰は大きくなる。このような現象を土
の動的性質　　より説明するために起振機による地盤振動実験および不撹乱粘性土による
共振法土質実験を実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N。．71　●

題名：生活環境における低周波空気振動について

著者名：別井　仁、鈴木富雄、見留与吉、定常征功、他

出典：川崎市公害研究所年報　NO．8（1980）

キーワード　＝振動、低周波、走行音

抄録
列車、バス、モノレール、乗用車の走行中の内外に於ける低周波空気振動の測定、更に
高架橋、道路沿線建物、および航空機通過時の低周波空気振動の測定結果について周波数
分析を行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　72

題名：超低周波音の実測調査について

著者名：宮本俊二、末岡伸一、上原幸雄

出典＝東京都公害研究所年報　1980

キーワード：低周波、評価

抄録
各種の低周波発生源について測定周波数範囲を2Hz～1011zとし、騒音スベクトル、音圧
レベルおよび騒音レベルを測定した。この結果より、超低周波音に比し、低周波域に強い
成分を有する発生源は多い。超低周波音による影響には、窓や建具などのガタツキ、耳や
胸部などへ　　の圧迫感、不快感などあるが、これらの影響は低周波音によってあらわれ
得ると考えられる。等のことが判ったが、騒音スベクトルと影響の関係の体系化は実測測
定結果のみでは困難であり発生装置を用いた暴露実，験による解明が必要である。

7一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　73

題名：道路交通振動の対策に関する研究

著者名：桂樹正隆

出典：土木技術資料，22－4，P，44－46，1980

キーワード＝振動，対策

抄録
昭和51年度から53年までの3ヶ年問，建設省道路部門指定課題として取り上げられ

た「道路交通振動の対策に関する調査研究」の最終報告の概要を紹介している。主な内容
は，3ヶ年の全国調査資料，道路交通振動予測式のまとめ，及び振動軽減対策として有効
性が認めら　　れた5つの方法等である。

●　　　　　　　　　　　　　　　　N。，74
　　　題名＝道路交通振動の軽減対策に関する現地試験

　　　著者名：常田賢一，後藤勝志（建設省土木研究所）

　　　出典：土木技術資料，22－10，P．3－7，1980

　　　キーワード：地盤振動，実験，その他

　　　抄録
　　　国道50号線桐生バイバスにおいて地中防振壁施工前，施工後に同一加振条件下で振動
　　　測定の実験を行った。又地中防振壁の経年変化による軽減効果を調べるため供用開始一年
　　　後に実交通下での振動測定を行った。その結果，地中防振壁の材料は地盤と防振壁のイン
　　　ビーダンス　　比が大きい程軽減効果があり　その厚さが厚い程効果がある。振動源の周
　　　波数が高い程効果があり防振壁直後の効果ば大きい。又防振壁設置後の経年変化による軽
　　　減効果の変化は一年足らずではほとんど変化しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　75
題名：　気流による超低周波騒音の発生とその防止』ノイズコンブレッサから発生する超
低周波音と防止対策一

著者名：守岡功一、中野有朋（石川島防音工業〉、高塚英雄（日本航空）

出典：騒音制御、Vo1．4，No．4，P．24－27，1980

キーワード：低周波、対策、騒音、音源、実験、模型、その他

抄録
本文は、成田空港に設置されている大型ジェ1ソト幾用地上試運転消音装置（ノイズサブ
レッサ）から発生する超低周波音を低減するための方法にっいて述ぺたものであり、改造
工事の結果、10dB以上音圧レベルを低下させて問題を解決したとされている。ノイズサブ
レッサでは　　エンジン排気口と排気消音器入口の距離が遠いとこの間で低周波音が発生
する。したがって防止対策は、中間に補助ダクトを設置して排気口と消音器入口を十分近
づけるような改造がなされた。



No。　76

題名　　超低周波燃焼音の抑制

著者名　　東忠宏（大阪府工業技術研究所）

出．典　　公害、Vol．拓，No．2，P．15－31，博80

キーワード1低周波、対策、騒音、音源、実験、その他

抄録
本論文は、油バーナから発生する燃焼音を抑制するために、そのビーク周波数を比較的

抑制し易い2kHz以上の高周波側へ移行させたバーナを開発し、これをいろいろな消音壁を
もつ燃焼炉に組合せて、燃焼騒音を抑制する方法にについて述ぺたものである。見当の結
果φ18×4　　の形式のバーナを、全長1．65m、内径0，62m、出口径0．4mでセラミック
ウール壁の燃焼炉にとりつけると、通常の低圧空気噴霧バーナと比べて、オールバスで18
dB点kHzより低周波側で4～48dB音圧レベルが低くなることがわかったとされている。

No．　77

題名　　道路交通振動の軽減対策に関する現地試験

著者名　 常田賢一、後藤勝志

出典＝土木技術資料、22－10、1980年

キーワード　　振動、地盤振動、測定、対策、制振

抄録
国道50号線桐生バイバスにおいて、交通振動の軽減対策として、地中防振壁が試験施

工された。本文はこの地中防振壁の軽減効果を調べるために行った振動測定をまとめたも
のである。　1）地中防振壁の材料としては、効果と施工性、入手の容易さから発砲スチロ
ールが適し　　ている。　2）地中壁に用いる発砲スチロールの厚さは厚いほど効果が大き
い。　3〕防振壁設置後の経年変化について、1年足らずの経過ではほとんど変化していな
い。

No．　78

題名　　最近における騒音、振動、超低周波音防止例一（1）

著者名　　中野有朋（石川島防音工業）

出典　　PPM　Vol．n，No．2，P，41－49，1980－2

キーワード　　対策、騒音、音源、解析法～可聴音、その他

抄録
本文は、公害防除技術の有効例の特集記事にとりあげられた騒音、振動及び超低周波音
の防止例に関するもので、ここでは第1部として騒音防止例が述ぺられている。主な項目
は、　　　　　（Dコンビュータによる火力発電フ’ラントの騒音防止、（2｝工場騒音解析
フ’ログラム　　〔3〕サイクロン式集塵装置の騒音防止である。

1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　79
’
題
名 ：超低周波・振動の研究について

著者名：石井聖光（東京大学）

出典：　騒音・振動の評価（日本学術会謙環境・健康特別委員会1980－2）

キーワード：・騒音、振動、理論、対策、評価

抄録
　超低周波の発生原因としては、風、海の波、滝などの自然環境に属するものから、工場
機械、大型エンジンなど機械関係のもの、自動車の通過による橋の振動など多種多様であ
り、防止対策としても音の波長が巨大であるために通常の騒音対策に用いられる防音塀、
吸音材料な　　どは役にたたない。振動の計測に関してはピックアッブの置き方や地盤の
強弱によって測定値が変わってくる問題がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。　80

題名＝振動の生理・心理的影響

著者名：山崎和秀（鉄道労働科学研究所）

出典：騒音・振動の評価（日本学術会議環境・健康特別委員会1980－2）

キーワード：振動、評価、人体

抄録
1807年世界初の鉄道システムが完成した頃4マィルは9かりの区問を乗った乗客たちはよろよ
ろし、目まいを感じ、回復するまで一週問かかったという報告から、新しい振動発生源に
対する人問の応答、よくに生理的な応答をとく示していると思われる。騒音に対する受容
器が聴器で　　あるように、振動に対する受容器が存在する。振動受容器として最も研究
の進んでいるのはバチニオ小体であり、主として皮膚の深層、血管壁など広く分布してお
り、外部刺激に体する応答は速やかであるので持続的な圧迫よりも速やかに変化する振動
に対し感受性が高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　8童

題名：衝撃音の心理的評価をめぐって

著者名：灘波精一郎（大阪大学）

出典＝騒音・振動の評価（日本学術会議環境・健康特別委員会）1980－2

キーワード：騒音、実験、音源、解析法

抄録
衝撃音の大きさを単にそのビーク値から評価しようという方向には問題がある。聴覚の

時問積分の機構を考えてみても、いかにビーク値が高くても、持続時問が短けれぱ、その
音は決して大きく聞こえないからである。聴覚の積分時問内にある音は、大きさが加算さ
れるから、　　衝撃音の立ち上がり部分のみならず、その後の残響部分（減衰部分）も大
きさに十分貢献するものと思われる。従ってビークのみでなく、残響部分も含めた衝撃音
全体を把握した評価の方法を考える必要がある。それには衝撃音のエネルギー値を測定す
る方法が簡便である。



No，　82

題名　　最近における騒音、振動、超低周波音防止例一（H）

著者名　　中野有朋（石川島防音工業）

出典　 PPM　）01．ll，No．4，P．3卜41，1980－4

キーワード　　対策、振動、制振、測定法

抄録
本文は、公害防除技術の有効例の特集記事にとりあげられた騒音、振動及び超低周波音

の防止例に関するもので、ここでは第2部とそて振動防止例が述べられている。主な項目
は、　　〔Dブラスチック射出成形機の振動防止、〔2〕海底振動及び水中音の測定（魚類
に対する影　 響を調べたもの）である。

No．　83

題名　　最近における騒音、振動、超低周波音防止例一（皿）

著者名　　中野有朋（石川島防音工業）

出典　 PPM　Vo1．11，No．4，P．45－57，1980－5

キーワード　低周波、対策、騒音、音源

抄録
本文は、公害防除技術の有効例の特集記事にとりあげられた騒音、振動及び超低周波音

の防止例に関するもので、ここでは題部として超低周波音防止例が述べられている。主な
項目は、　　〔D気流によって発生する超低周波音の低減、｛2）ブロベラ機エンジン用防
音運転場、　　〔3》送風機音源対策の一例、（4〕産業機械の騒音、振動調査、である。

No。　84

題名　　低周波空気振動の発生と対策

著者名　　鈴木、塚本〔荏原製作所〕

出典：騒音制御　）ol．4、No4、Pl8－23、且980－8

キーワード　　低周波、音源対策

抄録
低周波空気振動の実態とその対策にっいての解説記事である。低周波空気振動公害とは

、可聴周波数（20－200000Hz》の100H乙以下の低周波音と、超低周波音dnfrasound，0．1－20
Hz）によるもので、可聴域の低周波音はうるさいとか耳障りといったことに伴う作業低下
をもたらす　　が、超低周波音は、建具や構造物に振動を発生そると共に、人体への生理
的影響を及ぽす被害が見られるとしている。実例としては、ダムの放流堰の越流、圧縮機
あるいは送風機などによるものがあげられ、その対策法と効果が述べられている。

9



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　85

題名＝飼料工場から発生する超低周波音について

著者名：横田雄太郎、岡田健、中野有朋

出典1日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集（昭和55年9月）

キーワード　：・騒音、可聴音、解析法

抄録
飼料工場の周辺民家において、窓サッシなどが振動する公害が発生した。近隣の電機工

場を含め、原因調査を行った。数種の機械がそれぞれ発生する音圧レベルを測定分析し、
フルイが超低周波音発生源である事をっきとめた。フルイ面より発生する音圧、あるいは
フルイ支持　　部から伝達する振動が問接的に工場建屋壁を振動させ・これから生じる超
低周波音が原因と推定している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　86

題名＝アクティブサイレンサーによる低周波音の制御

著者名：原田、石井〔束大宇航研〕

出典：日本音響学会請演論文集　Pl81－182、1980，10

キーワード＝低集波、対策、模型実験

抄録
ここで言うアクディフサイレンサーとは、ダクト内を伝播する低集波騒音に対して、ダ

クトの途中に別の音源をおき、進行してくる音と等振幅逆位相の音を出して消音を行うも
のである。本論文は、従来のアクディフサイレンサーが、制御回路の中に遅延要素を用い
ているため　　に、音速の変化に対して遅延時間を変えなけれぱならず実用性に乏しいこ
とから、消音用スビーカーとマイクの問の距離を短くして、遅延要素を全く用いず、負帰
還のみによって消音を行おうとした実験の結果である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　87

題名：橋梁の振動減衰データの統計的分析

著者名＝加藤雅史、佐藤正明、島田静雄（名古屋大学）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P358－359，1980－10

キーワー　ド　　＝　垂辰重力、　理言命、　角翠1斤2去

抄録
振動性状のうち、特に減衰性状については種々の要因が複雑にからみ合い実測によらな
ければその性状を知ることができず、橋梁の振動性状の定量化を目的とした研究として収
集した実測資料から鉛直方向の振動減衰にっいて縞計分析した報告である。構造形式と減
衰定数の関係を見ると相関性が高く①桁・トラス②ランガ桁・ローゼ桁・アーチ　③
吊橋・斜張橋の順に定数は小さくなる。又床版についても相関性が認められ、RC床版・
床版なしに対し鋼床版の定数は小さな値となり、これらは桁と床版問の摩擦・質量の大小
関係によるものである



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　88

題名：目動車走行で発生する波形群の伝播特性

著者名：大保直人（東京大学生産技術研究所）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P505－506，1980－10

キーワード：，対策、振動、制振、実験、模型、測定法、理論

抄録
路面の凹凸として人工段差を連続的に設置した自動車走行実験を行い、地盤の物理定数

で決定される表面波の理論分散特性と実験から得られた深さ方向の振動性、及び波形群の
伝播特性を比較・検討した。地中部における減衰特性をみると、エネルギーは地表面付近
に集中し、　　振幅は深さとともに指数関数的に減少傾向を示している。又最大振幅値と
卓越周期数が示す振幅分布等に理論的に求った表面波と一致が認められ定童的にも表面波
特性が明かとなった。波形群の伝播特性についても表面波理論でその特性を十分説明でき
るものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　89

題名：波動方程式による空気振動の数値解析

著者名：岡村宏一（大阪工業大学）、足立義雄（建設省土木研究所）、　島田功（束洋技
研コ　ン　サノレ　タ　ン　ト　）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P50アr508，1980－10

キーワード　：対策、振動、制振、解析法

抄録
波動方程式の数値解析には、しぱしば差分法が用いられるが、本報告も差分法を用いて

振動平板から放射される空気振動の伝播を境界条件に設定し追跡したものである。又発振
源から十分融れた位置での空気振動の伝播は、その近傍で一様な進行波と考え、進行波が
外へ伝わる　　条件を無限遠の放射として墳界条件を与えた。なお本解析の差分問隔・放
射の境界条件の妥当性を検討するため、差分問隔を密に解析領域を広くして解析したが、
本モデルは十分であった。又振動物体から放射される空気振動の効率は幅・振動数によっ
て変動する結果を得た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　90

題名：橋梁から発生する低周波空気騒音音圧レベルの理論的推定。

著者名＝鳥野清、園田敏夫、小坪清正（九州大学）、高西照彦（九州工業大学）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P513－514，1980－10

キーワード：低周波、振動、理論、解析法、評価、情造物

抄録
先に行った模型及び実橋に対する実験結果をもとに、橋体振動から発生する低周波空気

振動の音圧レベル及び距離減衰を理論的に解析し今後の低－周波空気振動による公害対策に
役立てようとしたものである。結果として橋面直下における音圧レベルは楕円柱を用いた
2次元解析　　で求めこの値からの距離減衰は球の分布を用いた3次元解析結果を使用す
れぱ橋体から発生する低周波空気振動を理論的に推定することができる。2次元解析で求
めた音圧レベルは1次振動のように橋体が一様に振動している場合一致するが2次振動の
ように逆位相では異なる．

ε．



No．　91

題名　　複合防振壁の振動遮断効果に関する検討

著者名　　小出忠男（大林組技術研究所）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第35回　P515－516，1980－10．

キーワード　　振動、対策、制振、解析法、測定法、理論、地盤振動

抄録
地盤振動の対策の内、地盤の伝播経路での振動遮断こ之ついて複合防振壁の形状、厚さ、

設置深さを重点においた実験結果とその数値解析結果を比較し報告したものである。解、析
には墳界処理に波動を考慮する薄層要素と防振壁の剛性の為に梁要素を導入した2次元の
有限要素法　　を用いた。防振壁の設置で透過計算法により、その壁厚さを透過率と振動
数の関係を用いて選定し、設置深さは空溝の遮断効果の図を用，いて決定概略設計を行った
。しかし壁より離れた位置での低い振動数ほど遮断効果が悪くなることから、低い振動数
での検討が必要である。

No。　92

題名　　弾性模型軌道における道床振動の研究

著者名　　中野和雄（現代技術設計）、古谷寅雄、高橋憲雄（関東学院大学）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部第34回　P517－5【8，1980一且0

キーワード　　対策、振動、制振、測定法、実験、模型、評価

抄録
鉄道のスビードアッブと騒音振動公害の低減について、走行列車の軸重の低減と軌道の
まくら木を増設してまくら木相互を密着させた密着まくら木軌道を用いて技術的対策を行
った場合の報告である。列車軸重と道床上下振動の関係をみると、自由振動数は軸重の増
加に伴って　　減少するが、小周期振動の変位振幅、上方振動加速度は逆に増加に従って
大きくかつ顕著になることがわかる。道床振動数は列車軸重の軽減に比例し、又密着まく
ら木軌道とすることで20％低減でき、スピードアッブは例えぱ軸重30％軽減で平均30％の
向上が可能である。

No．　93

題名　　超定数波音及び低周波に関する感覚反応実験について

著者名　　宮本俊二、末岡伸一（都公害研）

出典　　日本音響学会講演論文集、P．183－184，1980－iO

キーワード　　低周波、評価、人体、実験

抄録
超低周波音及び低周波音による人体実験を検討するために、超低周波音及び低周波音発

生装置を製作し、感覚反応の閥値及びレベルと反応の関係（等感曲線）に関する実験を実
施している。感覚閥値は上昇系列法及び下降系列法により感じ始めた音圧レベル及び感じ
なくなった音圧レベルを測定し、その平均を閥値とし、周波数が低くなるにしたがって
レベルが高くなる傾向であった。等感曲線は負荷音に対し5段階のカテゴリによる音圧レ
ベル、周波数の反応を捕らえている。

⊆



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　94

題名＝低周波空気振動の測定における風雑音の分離の試み

著者名＝山田一郎、清水進、山下充康（小林理研）

出典：日本音響学会講演論文集、P．177－178，1980－10

キーワード3’低周波、測定法、評価

抄録
低周波空気振動の測定は邪魔されることが多く、風雑音の影響を除去する方策として、
ウィンド・スクリーンを工夫する、マイクを地表真近に置くなどが取られてきたが、十分
な効果があげるに至っていない。本報告は低周波空気振動と風雑音などを分離しようと試
みたもので　　心電国へのハム混入を除去するために用いられた信号処理手法を応用する
もので、橋梁より放射する低周波空気振動の測定において、床版振動を参照信号とした本
処理法により、風等雑音の除去が可能であるという結論を得ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N。．95　●

題名；低周波音実験用ヘッドホン

著者名3中村俊一、時田保夫、織田厚、入江照男、　（小林理研）

出典：日本音響学会講演論文集、P．187－188，1980－10

キーワード＝低周波、実験

抄録
低周波音領域での聴感デストに用いるヘッドホンについてはYeowartらが発表している
が、実験室内で一連の低周波音実験を行うにあたり、被験者に関する基礎的資料をうるた
めに各人の最小可聴限の値をチェックすることにし、これを主目的とする簡便なヘッドホ
ン系列を製　　作している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　96

題名：超低周波音の騒音対策例

著者名：原田実（鹿島建設）

出典＝建設機械　P．43－48，1981－2

キーワード：低周波、対策、騒音、音源、『実測、実験、その他

抄録
建設工事に伴う騒音、振動の問題は工事中に苦情が発生してからでは手遅れになること

が多く、着工前に解決しておく必要がある。本稿は、空気圧縮機を対象に、超低周波音を
低減させるために開発した減衰器の形態及び実際に適用した場合の効果などを紹介したも
のである。　　減衰器は、吸排気管の途中に枝管として取り付けられるサイドブランチ型
のものである。減衰効果の測定例によれば、150kw　V型圧縮機において12．511zで17dB、25
Hzで10dB、また150kwバランス型圧縮機において、12．5Hzで32．5dBの減音量が得られたと
されている。

し
、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　97

題名：溝を介して伝播する弾性振動の性質

著者名＝大保直人　片山恒雄（束京大学生産技術研究所）

出典：生産研究　33巻3号　P．29－32　198卜3

キーワード　＝’振動、理論、地盤振動、解析法、対策

抄録
道路交通振動の軽減法としては、振動の伝播経路の途中に空溝を設けて、伝播を遮断す
るのが有効である。本報では、半無限弾性体の地表面にある上下動方向の単一振動源から
発生・伝播した弾性波動が溝でどのように遮断され、さらに伝播・透過するかを数値実験
から明らか　 にした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。　98

題名：橋梁実測振動特性の統計解析

著者名＝加藤雅史、島田静雄　（名大工）

出典1土木学会論文報告集　第311号P．49－58　1981－7

キーワード：振動、実験、解析法

抄録
わが国の橋梁を対象として、学会関係あるいは各種研究所等の論文、報告、橋梁関係の

雑誌の報告等、種々の出版物から振動実験結果を収集し、橋梁の振動特性を定量化あるい
は種々の要因との因果関係を総合的に把握することを試みたものである。今回、解析に用
いたデータ　　は、公表されているものに限り、その数において偏りがあって十分といえ
ない面もある。また、データ数の関係もあって、設計示方書の変更による影響は特に考慮
しなかった。今後さらに資料の収集に努め、より広範囲の定量化を進める必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　99

題名＝ランガー桁橋の防振対策法とその制御効果について

著者名：草川泉（漁港浅海開発コンサルタント）梶川康男　大嶋信太朗（金沢大学）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第36回　P．347－348，1981－10

キーワード　＝対策　振動　制振　解析法　実験　模型　地盤振動

抄録
橋梁の中でも振動の大きいと言われるランガー桁橋を対象に種種の防振対策を考え、そ

の防振対策を比較したも1のである。ある条件の下、応答計算を行い動的なたわみ、振動速
度曲げモーメント、支点でのせん断力、水平軸力を求めて各防振対策法の制御効果を比較
した結果か　　らランガー桁橋について一般的傾向を見出そうとした。しかし防音効果は
対象よする変形量や断面力によつて変化し、防振問題を扱う際の難しさを示した。今後動
的応答の制御は静的補強とともに衝撃、疲労、振動感覚、支点を通して地盤振動を考える
際重要性を増すと考える



No．100

題名　　走行荷重による単純合成桁の低周波空気振動発生特性の解析

著者名　　大島俊之　能町純雄　三上修一（北見工業大学）

出典　　土木会年次学術講演会講演概要集　第1部　、第36回　P．379－380，1981－10

キーワード　・実測　実験　模型　理論　評価　構造物　低周波　振動　解析法

抄録
単純合成桁橋に対する実橋走行試験の結果と帯板要素法によりモデル化した構造に対す
る理論計算結果の比較を示すとともに、さらに数値的に床板厚、主桁間隔などを変化させ
て計算した場合、予測音圧がどのように変化するかを、バラメトリツクに解析した．実験
結果の加速　 度・振動速度・音圧の原波形と理論計算結果を比較すると、加速度は減衰を
考慮していないため振幅にちがいが見られるが、振動速度・音圧の結果は本研究のモデル
化ではぱ近い値を示し、帯板要素法により定式化した構造系の応答解析が問題の検討に
利用可能なことがわかった

No．101

題名　　空渚での振動遮断特性に関する数値実験

著者名　　大保直人（東京大学生産技術研究所）

出典　　土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第36回　P。535－536，1981－10

キーワード　　振動　実験　理論　評価　構造物　地盤振動

抄録
振動の軽減対策を問題とするとき、空溝の有効性が指摘されるが半無限弾性体の地表に

空溝を設置したモデルでの振動遮断特性を数値実験で検討した報告である。溝での振動遮
断は溝の深さとレイリ波波長の比D（D／λ）が重要なバラメーターであり遮断効果はDを
用いて定量的に評価できる。又振動源近傍での弾性波の発生・伝播及び道路交通振動問題
での溝の設置点等を考えると、振動源と溝の距離X（x／入）も無視できず、Xがレイリ波
波長の2倍以下では遮断効果が変化する可能性がある。今後この点を含め、実地盤での実
験により定量化する

No．102

題名　　不規則な分布荷重を受ける梁の解析

著者名　　岡林隆敏

出典　　土木学会論文集　P11－21，1981－12

キーワード　　振動、理論

抄録
不規則な静的に分布した荷重を受ける構造物の信頼性解析の基礎になる、構造系の分散

、共分散の応答解析の手法を確立することを目的としており、分布荷重を臼色雑音過程で
モデル化し、構造系を梁に限定した場合、変位および断面力の分散、共分散応答の解析手
法を提案　　　している．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。103

、題名：道路交通振動の軽減対策に閲する数値解析

著者名：岩崎敏男　常田買一　後藤勝志（建設省土木研究所）

出典：土木技術資料　24－2　P．46－51　1982

キーワード　；’振動、理論、地盤振動、解析法

抄録
　道路交通による振動性状あるいは対策法の効果の予測の方法としては、既往の事例調査
、現地振動測定、模型実験、数値解析等があるが、本文は各種の予測法の1つである数値
解析による予測法に関して報告する．本文では、実測値との比較に基づいた本解析法の妥
当性の検討　　を行うとともに、地中防音壁、舗装構造、盛土構造および堀割構造を対象
としてそれ等の諸条件を変えた数値解析を実施し、その結果に基づいてこれらの諸対策の
軽減対策効果に関する解析的検討を した。

●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．104

　　　題名：道路交通振動の軽減対策に関する数値解析

　　　著者名＝岩崎敏男、常田賢一、後藤勝志

　　　出典：土木技術資料、24－2、1982年

　　　キーワード　：振動、地盤振動、解析、対策、制振

　　　抄録
　　　　国道357号の東京都大田区京浜島において、地中防振壁による交通振動の軽減対策を
　　　試験施工して、実測値と数値解析結果を比較検討した。　解析方法は三次元の地震応答解
　　　析用の有限要素解析ブログラム（FLASH）を用いた。この結果以下の結果を得た。
　　　　　　　　　　D発砲スチロール防振壁は幅および深さの増加に伴い制振効果が大きい。
　　　　2〕舗装の剛性、厚さが振動レベルに及ほ・す影響は小さい。　3｝盛土、掘割構造では振動
　　　レベルは地盤条件によって異なる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．置05

題名＝曲げによるブレートガーダーのウェフの振動についての研究

著者名：倉西（東北大学工学部）、島（福島県）

出典＝土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第38回　P，121一旦22，1982－10

キーワード　：振動　解析法　理論

抄録
初期たわみを有するウェフブレートに、動的面内曲げ荷重が作用したときの挙動につい
て、共振とバラメトリック共振に着目して解析を行った。ウェフバネルの幅厚比b／hは250
とし、拘束条件は対辺固定対辺単純支持にした。結果より、初期たわみが対称モードで与
えられる場　 合には、外力円振動数ωがウェプの横振動の逆対称固有円振動数に等しい
ときに共振し、各共振ケースのωを2ωとして作用させるとバラメトリック共振が起こる
可能性がある。また面外変位の静的変位に対する最大倍率は、初期たわみが対称モード
のとき9～10となる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．106

題名：超低周波空気振動の一計算

著者名3五朗丸英博　浪越勇（日本大学工学部）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第37回　P，409－410，甚982－10

キーワード：低周波　振動　解析法　理論

抄録
　［～20H乙の超低周波空気振動で、発振源の振動と空気振動の関係について有限要素法に
より数値解析し検討を行った。発振源の振動数を同じ振動速度をもった点音源に置き換え
、x－y面の2次元場について解析した。解析結果より、振動板の振動数と振動板直下の音
源レベルの　　関係は、放射の場合、振動板の幅が狭ければ振動数の増加に伴い音圧レベ
ルも増加するが、振動板の幅が長くなると振動数の増加に伴い、平面波の値（86dB）に近
い値となる。これは、振動数が高くなると波長が短くなり、入射波と反射波が互いに干渉
し合うためと考えられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No。107

題名：初等はり理論による低周波空気振動の発振音圧の評価

著者名＝大島俊之　三上修一・（北見工業大学）　能町純雄（北海道木学工学部）

出典：土木学会年次学術講演会講演概要集　第1部　第37回　P。4U－412，1982－10

キーワード；理論　低周波　評価　解析法　振動　構造物

抄録
走行荷重により橋梁から発振される低周波空気振動を対象とし、理論解析により発振音

圧レベルを予測した。解析は、帯板要素法を用いて断面内の音圧分布を明かにし、また、
平均的に一本の梁として評価する方法も用いた。実験で得られた音圧レベルは、バワース
ベクトル解　析により、各周波数成分ごとのスベクトル密度分布として評価される。又
、構造の一次固有振動数に一致する周波数において、最大値が現れるので、この時の断面
内分布についても検討した。これらの結果、空気振動の発振音圧レベルが平均値として計
算できることを示せた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．108

題名：空溝の振動遮断効果に関する一考察

著者名＝大保直人（東京大学生産技術研究所）

出典＝土木学会年次学術講演会講演慨要集　第1部　第37回　P．429－430，量9a2－iO

キーワード：実験　音源　振動　遮音　騒音　対策　理論　可聴音　走行音

抄録
空溝の振動遮断効果が振動源の種類でどう変化するのか数値実験で検討した報告である

。単純な地盤モデルを用いた実験では溝の深さがレイリ波波長の4割より浅い場合、定常
的あ振動源の方が衝撃的なものより遮断効果は大きく又深くなるとその差は小さくなる。
水平動透過　　率は溝から十分に遠いと振動源の種類、構の深さに関係がなくなる。空溝
の野外実験で振動源を主に起振機とすることがこの結果は道路交通振動等の様な衝撃的振
動源に比べ空溝等の振動遮断効果を過大評価するものであり、この問題は今後実測データ
からの検討が必要である



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．109

題名：騒音・振動対策の現状と課題

著者名＝竹田俊明（環境庁大気保全局特殊公害課）

出典：公害と対策　）ol，且9　No．l　P．39－42　1983－1

キーワード　＝　騒音、振動、地盤振動、可聴音、走行音、画体音、評価、人体、対策、低
周波

抄録
騒音苦情のうち、目動車、航空機、鉄道等の交通騒音については、周辺住民の集団とし

て多人数による苦情や陳情が多く、1件当たりの比重が大きく、訴訟なども多く提起され
、大きな問題となっている。振動の苦情件数においては、道路交通振動による苦情の占め
る比重が害II　合大きいことが特色である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．110

題名：交通公害対策の現状と今後の方向

著者名3小柳秀明（環境庁大気保全局交通公害対策室）

出典：公害と対策　Vo1，19　No．1　P．43－50　1983－1

キーワード　：　騒音、振動、地盤振動、可聴音、走行音、固体音、評価、人体、構造物、
対策

抄録
交通機関別の交通公害対策の状況と今後の方向について概説する。道路交通による騒音

及び振動の対策には各規制法等が制定され、道路交通による公害の閲連法規が整備されて
きている。今後、交通公害を防止、解消していくためには、従来よりとられた対策を今後
ともに継続　　強化していくことはもちろんのこと、これら対症療法的対策とは異なった
観点からの対策を講じていく必要があろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．n1

題名：粘性ダンパーを用いた配管の耐震・防振設計（その1）

著者名：前田勝利（日揮）下田郁夫（オイレス工業）

出典：配管技術，P．105－nO，1983－8

キーワード3振動対策，その他

抄録
化学ブラントの配管の耐震設計において地震応力と熱応力の兼ね合いを十分検討する必

要がある。従来より耐震支持装置としてはダンバー等が用いられていたが高価かつ保守が
煩雑である事が大きなネックになっていた。これらの要求に答える粘性ダンバーは配管を
支持構造体　　と動的に剛結化し配管目体の応答値の増幅．を抑制するものであり緩慢な運
動には可動支点，地震時等の急激な運動には固定点として扱う，現行の耐震設計法に沿っ
た設計が出来る等の利点がある。本資料では粘性ダンバーの原理と構造が詳述されている



No．112

題名　　アクディブマスダンバ式振動制御装置

著者名＝藤野正太郎、丸山泰、田代秀夫、亀井信夫、古石喜郎〔三菱電気鎌倉製作所、中
央研究所）

出典：三菱電気技報，Vol，58，No．5，P．58－62，1984

キーワード　振動、実験、対策、その他

抄録
建物、鉄塔などの高層構造物に対しての能動的振動制御装置としてアクティブマスダン

バ方式が適している。この方式は、振動センサー、制御器、アクチュ・エータ、付加マス及
び支持バネから構成されており外力を受けて共振している構造物の振動量に応じてアクチ
ュエータが　　付加マスを動かし、付加マスの運動反力が構造物の外力を打ち消して振動
を抑制する。ここでは高さ25m、重量約50tの5階建アンテナタワーの上部にこの制
御装置を取り付けてその効果を実証している。

No．113

題名　　航空機エンジンデストによる発生する超低周波騒音

著者名　　樋口茂生、石井　晧、水上雅義、和田紀夫

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演諭文集（昭和59年9月）

キーワード　　振動、地盤振動、評価、構造物

抄録
空港付近の民家で生じた、航空機エンジンテストによる公害について調査した。実態調

査の中から空気、地盤、床、障子の各振動を同時に測定したデータをもとに、発生源の確
認およびこれ等の振動の物理的特徴を中心に相互の関係について検討した．

No．1M

題名　　騒音発生構造物の振動による騒音の低減構造

著者名　　本間立夫，小池修二，宮地徹雄

出典　　特許公報，昭60－48旦（全6P）

キーワード　　騒音対策，その他

抄録
橋梁，車両，機械，建物等の騒音発生構造物を構成ずる主材に騒音低減用の振動片の基

端部を固着（溶接，ボルト止め，接着剤等による）し，この振動片の自由端部と主材又は
補助部材との間に振動緩衝材（ゴム，弾性樹脂等）を介材させて弾力的自由性を保ち，主
材から振動　 片に伝達される振動を自由端部と振動緩衝材の問で低減する事を特徴とし
た騒音低減構造の特許広報である。



No．115

’題名　　新設の低周波音実験室について

著者名　　時田保夫、中村俊一、織田厚、入江昭男、　（小林理研）

出典　　日本音響学会講演論文集P．185－186，且985dO

キーワード　　低周波、実験、測定法

抄録
低周波音に対する人間の生理、心理反応等を実験する設備は、周波数範囲、音圧範囲お
よび実験人数等により、規模および性能がが異なる。複数人数を同時対象とした実験室を
新設した。条件は、規設コンクリート建屋内に壁から離して重量ブロック造実験室を作’り
、30cmスビ　　ーカー16ヶを天井全面に配置し駆動する方式を採用した。密閉室内の音圧
設計は、振動面積S、変位Apとして、P3r曇PO縞p誉S／V　を用いた。室内の固有モードが生
ずる周波数領域は、スピーカーの分散配置によってモードを瀞丘卸し、実験空問で一様音圧
になるように設計した

No．ll6

題名　　大型ディーゼル機関から発生する超低周波音

著者名　　中野有朋、池上雄二

出典　　石川島播磨技報

キーワード　　騒音、理論、低周波

抄録
大型ディーゼル機関の排気口から発生する超低周波音の発生機構について考察し、周波

数スベクトルの予測を理論的に解析した。また実際の周波数スベクトルを測定し、計算値
と比較した結果、ほぽ一致した。大型の機関でも原理的には爆発によって生じるパルス波
の問題をど　　の様にとるかの問題であり、従来の着火周波数の概念に若干の修正を加え
れぱ良い。

No．117

題名　　ノイズサブレッサーから発生する超低周波音と対策

著者名　　守岡功一、中野有朋

出典　　日本騒音制御工学会技術発表会講演論文集

キーワード　騒音、低周波、遮音

抄録
大型旅客機用地上試運転消音装置ノイズサブレッサーの効果を調査した。模型実験で検

討が行われたが、本論文はノイズサブレッサーを使用した時の超低周波音測定結果である

q



No．118

題名　　騒音振動の影響

著者名　　後藤　　（騒音防止懇話会）

出典－　騒音・振動，P．89－129

キーワード　　騒音，評価，人体，

抄録
騒音が日常生活，精神，健康状態に及ぽす影響について分類し，その評価方法，実験調

査と研究及び実際に問題となった裁判判決等について記述している。騒音の直接的影響と
して聴覚障害，聴取防害，建造物の損傷（特に低周波騒音）について，又問接的影響とし
て神経的障　　害及び身体的障害を取り上げ，間接的な影響に対して馴れによる軽減作用
が大きく作用し，思考，睡眠，神経過敏，身体的障害に関しての馴化軽減の事例を上げて
いる。

No．119

題名　　振動レベル測定方法

著者名　　日本工業標準調査会基本部会

出典　　臼本工業規格，JIS－Z8735－1981

キーワード　振動，測定法

抄録
この規格はJ　I　SC1510に定める振動レベル計を用いて，公害に関連する地面等の

振動レベルを測定する方法について規定している。内容は，測定の条件，測定点の選定，
測定器の使用方法，指示の読み方とその整理方法及び表示方法，測定結果に付記すべき事
項，につい　　てであり後半の同解説で詳細に記されている。

No。120

題名　　土木構造に関連した振動公害（その2）

著者名　　泉　満明（首都高速道路公団）

出典　　土木技術　28巻7号　P．40－52

キーワード　　振動、測定法、対策、制振

抄録
公害振動の測定は、振動レベルと振動スベクトルの測定の二つに分けられる。ここでは

各測定用語の説明を兼ねて概要の説明を行う。また、公害振動の規制基準値についての説
明および、防振対策とその技術的な手法といったものを検討していきたい。
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No．121

’題名　　BRACE　DAMPER

著者名　　オイレス工業

出典　　オイレス工業力タログ・CAT．NO，Oll－3－31・P・1－5

キーワード　　振動対策、その他

抄録
オイレス工業が、主に橋梁用の耐震装置の分野で研究した技術をもとに鉄骨構造のブレ

ース材の耐震防震用として製品化したrブレースダンバ』の説明資料である。このブレー
スダンパは、基本的には4本のリングと2枚の回転板及び回転板の間のゴム又は高粘性物
質から成っ　　おり、リングに作用する直接的な動きが回転板の回転動作に変わり、回転
板間の弾性体にせん断力が生じてリングの変位に比例したバネカと速度に比例した減衰力
が働き、耐震防震の効果を上げるものであり、それぞれの機能・から3型式のタイブがある
o

No．且22

題名　　振子式免震装置

著者名　　千代田化工建設（株）

出典．千代田化工建設力タログ

キーワード．制振対策、その他

抄録
一般に行われている耐震対策には構造物の各部材を補強し耐震強度を増す方法と、地震一

力が構造物に作用した時その応答量を許容限度まで軽減する方法がある。本装置は後者の
方法でありその原理は、一般のバネマス系でモデル化される形状において柱脚部に地震入
力があった　　場合、その慣性力により柱脚部と質点部に変位差が生じるが・その変位差
：を利用して振子とてこの作業を応用することにより質点部に正ずる応答加速度を小さくす
ることである。本装置を小型、中型の球形タンクに取付けた実績があり効果をあげている
0

No．　亘23

題名　　振動規制法

著者名　　法律

出典

キーワード　　振動

抄録
本法は昭和51年6月10日に制定され、総則、特定工業等に関する規制、特定建設作

業に関する規制、道路交通振動に係る要請、雑則及び罰則の6章からなっており昭和51
年12月1日より施行された。その目的は工場事業所建設工事等から発生する広輔囲の振
動に対する　　規制と道路交通振動に係る要請の措置を定める事により生活環境の保全と
国民の健康の保護である。


